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　近年、地球規模での気候変動に由来する問題が深刻になってきています。２０２５年に文部科学省と気象庁
が発表した「日本の気候変動２０２５」によると、日本の年平均気温が世界平均を上回る速度で上昇している
ことが明らかとなりました。猛暑日や熱帯夜の増加、極端な大雨の頻度と強度の上昇とそれに伴う洪水や
土砂災害、日本周辺の海水温の上昇など、私たちの生活や生態系に直接的な影響を及ぼす現象が顕著にな
っています。
　このような状況の中で、大学においても教育・研究機関として環境問題や災害対策について課題解決に
取り組む姿勢が問われています。富山大学は、地域に根ざした国立大学として、持続可能な社会の実現に
向けた取組を積極的に進めています。環境教育・研究の推進はもちろんのこと、キャンパス内での省エネ
ルギー活動、廃棄物の適正管理、グリーン購入の推進など、環境負荷の低減に向けた具体的な施策を展開
しています。
　富山大学は ９ 学部（人文、教育、経済、理学、工学、医学、薬学、芸術文化、都市デザイン）及び、附
属病院、和漢医薬学総合研究所などの教育・研究組織に、１０，０００名余の学生と２，４００名余の教職員が在籍
し、多様な分野での教育・研究・社会貢献活動に活躍しています。「アクティブ・ラーニング」「データサ
イエンス教育」「英語教育」を三本柱として、環境問題をはじめとしたさまざまな社会問題に取り組む人
材を育成することを目指した教育を推進しています。
　２０２５年度には、ヤンマーホールディングス株式会社と連携し、五福キャンパスにおいてスマート無人販
売所の実証実験を開始しました。これは、地元生産者と学生・教職員をつなぐ新たな「地産地消」モデル
の構築を目指すものであり、地域資源の有効活用と持続可能な食の流通に貢献する取り組みです。また、
YKK AP 株式会社及び三協立山株式会社との共同研究講座「アルミ再生・循環システム工学」では、資源
循環型社会の実現に向けた技術開発を加速させています。これらの活動は、富山大学が地域社会と連携し
ながら、環境課題の解決に挑む姿勢を象徴するものです。
　本環境報告書は、富山大学における環境配慮活動と教育・研究活動を支える化学物質管理活動及び安全
衛生管理活動について昨年の成果をまとめ、掲載しております。本報告書をご覧いただき、本学の取り組
みについてご理解をいただくとともに、皆様からのさらなるご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

学長挨拶

国立大学法人 富山大学長
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富山大学について

富山大学環境理念
　『富山大学は、地域と世界に向かって開かれた大学として、生命科学、自然科学と人文社会科学を総合

した特色ある国際水準の教育及び研究を行い、人間尊重の精神を基本に高い使命感と創造力のある人材を

育成し、地域と国際社会に貢献するとともに、科学、芸術文化、人間社会と自然環境との調和的発展に寄

与する。』

「持続可能な開発目標（SDGs）」に対する富山大学の取組
　富山大学では、2015年 9 月の国連サミットで採択された持続可能な開発目標（SDGs）を支援していま

す。すべての大学構成員とともに、様々な活動に取り組んでいます。

環境報告書の作成にあたり、持続可能な開発目標（SDGs）「世界を変えるための17の目標」のアイコンを、
関連する取組み記事に示しています。
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土地 建物面積

五福地区 ２３２，１７５㎡ １４７，０４５㎡

杉谷地区・附属病院 ３８１，６００㎡ １６１，５２５㎡

高岡地区 ９９，８４７㎡ ２２，０４３㎡

五艘地区 ３９，３３３㎡ １５，８１４㎡

寺町地区 ５０，１７８㎡ ―

西田地方地区 １１，１６６㎡ ３７８㎡

大学の概要（令和 ６ 年度現在）

五福キャンパス 杉谷キャンパス 高岡キャンパス
人文学部、教育学部
経済学部、理学部、
工学部、都市デザイン学部

（医学部、薬学部） （芸術文化学部）

学校名　国立大学法人富山大学

所在地　五福キャンパス　富山市五福３１９０

　　　　杉谷キャンパス　富山市杉谷２６３０

　　　　高岡キャンパス　高岡市二上町１８０

学　長　齋藤　滋

▶構成員総数　　　　　　　 １３，９４５人

　役　員　　　　　　　　　　　 １０人

▶教職員数

　教　員　　　　　　 １，２３６（３１０）人

　教員以外の職員　　 ２，３７９（９１８）人
　　　 ※（　　）内は非常勤講師・職員を内数で示す

▶学生数

学部学生　　　　　　　　　　７，９３７人

大学院生（博士及び修士）　　 １，３５５人

附属学校（園）児童・生徒　　１，０２８人

大学概要はこちら

杉谷キャンパスはこちら五福キャンパスはこちら 高岡キャンパスはこちら

https://www.u-toyama.ac.jp/access/campus-access/sugitani/
https://www.u-toyama.ac.jp/access/campus-access/gofuku/
https://www.u-toyama.ac.jp/access/campus-access/takaoka/
https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/outline2024.pdf
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富山大学について

富山大学環境宣言
　『富山大学は、日本で最も豊富な地下水を抱く富山平野の豊かな自然環境の中で、地域と共に発展して

きた。日本海より標高 ３ 千メートルの立山連峰を望むとき、我々は自然と調和した人間社会の創造の必要

性を観ずることができる。本学は、物質的豊かさや経済力に支配されるグローバル社会において、人類の

真の進化と発展をもたらすには、地球環境の保全と維持を求める営みが不可欠であることを理解し、大学

活動のすべてにおいて環境配慮活動を積極的に推進する。』

富山大学環境方針
　富山大学は、総合的教育・研究機関として、全構成員の英知を結集して環境問題に取り組みます。特に

次の事項を推進します。

環境方針 １

　富山大学は、地球環境の保全、持続可能な社会の実現に寄与するため、総合大学の特徴を活かした

環境教育の充実と環境分野の研究を進めます。

　また、教育研究の成果を地域社会に積極的に還元します。

環境方針 ２

　富山大学は、大学が行うすべての活動において、環境に関連する法規、規制、学内規則等を遵守し

ます。また、研究活動に伴うハザードを認識し、化学薬品の安全管理を徹底します。

環境方針 ３

　富山大学は、学生を含むすべての構成員が、環境マネジメントに参画し、環境に配慮した活動を推

進するための環境配慮プログラムを実施します。

　また、地域の意見を活動に反映させます。

環境方針 ４

　富山大学は、大学が行うすべての活動において、エネルギー使用量や廃棄物の削減、資源の再利用、

グリーン購入の推進に努めます。
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環境マネジメントシステム
　　本学では、教育・研究活動の中で、学生や教職員が自主的で自律的な環境配慮活動を継続的に進める

ために、平成17年10月 1 日に「富山大学環境宣言」を制定しました。富山大学環境宣言では、環境に関す

る方針や目標として「富山大学環境配慮活動年度計画」を設定し、その達成に向けて取り組んでいます。

この活動を、本学の「環境マネジメント」として位置付けしています。

　また、「環境マネジメント」のために学内体制として「環境マネジメント実施体制」（図 １ ）、「環境マネ

ジメント体制」（図 ２ ）を、手続き等の仕組みとして「環境マネジメントのための PDCA サイクル」（図

３ ）を構築し、それらを環境マネジメントシステム（ＥＭＳ - Environmental Manegement  System）

として運用しています。

マネジメントシステムについて

　マネジメントシステムとは、権限及び責任をもった人（グループまたは組織）が、方針及び目標

を定め、その目標を達成するために組織を適切に指揮・管理する「仕組み」です。

　この報告書では、環境マネジメントを中心として、それと影響を及ぼしあう化学物質管理、安全

衛生管理の各活動とその成果を報告しています。

　マネジメントシステム（ＥＭＳ - Environmental Manegement  System）として運用してい

ます。

（図 １ ）環境マネジメント実施体制

（図 ２ ）環境マネジメント体制

統括環境安全衛⽣管理者
（理事・事務局⻑）

学 ⻑

学 ⻑

環境安全推進実⾏責任者
（学部⻑等）

環境安全推進実⾏担当者
（作業場の管理責任者）

環境安全推進実⾏管理者
（学科⻑等）

環境管理責任者
（環境安全推進センター⻑）

統括環境安全衛⽣管理者
（理事または事務局⻑）

環境安全推進員
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

杉
谷
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

五
艘
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

安全衛⽣部会化学物質管理部会
部会⻑︓環境管理責任者

環境マネジメント部会
部会⻑︓環境管理責任者

五
福
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

環境安全衛⽣マネジメント委員会
委員⻑︓統括環境安全衛⽣管理者

高
岡
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

附
属
病
院
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

部会⻑︓統括環境安全衛⽣管理者

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

環境内部監査員

環
境
内
部
監
査
W
G

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
検
討
W
G

環
境
報
告
書
編
集
委
員
会

環
境
安
全
推
進
員
連
絡
会

（
学
⽣
参
画
型
）

学 ⻑

環境安全推進実⾏責任者
（学部⻑等）

環境安全推進実⾏担当者
（作業場の管理責任者）

環境安全推進実⾏管理者
（学科⻑等）

環境管理責任者
（環境安全推進センター⻑）

統括環境安全衛⽣管理者
（理事または事務局⻑）

環境安全推進員
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

杉
谷
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

五
艘
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

安全衛⽣部会化学物質管理部会
部会⻑︓環境管理責任者

環境マネジメント部会
部会⻑︓環境管理責任者

五
福
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

高
岡
地
区
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

附
属
病
院
事
業
場

安
全
衛
⽣
委
員
会

部会⻑︓統括環境安全衛⽣管理者

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

環境内部監査員

環
境
内
部
監
査
W
G

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
検
討
W
G

環
境
報
告
書
編
集
委
員
会

環
境
安
全
推
進
員
連
絡
会

（
学
⽣
参
画
型
）

（図 ３ ）環境マネジメントのための
PDCA サイクル
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富山大学について

環境安全衛生マネジメント体制
　本学においてはマネジメント委員会の下、環境マネジメント部会、化学物質管理部会、安全衛生部会に

より、それぞれ環境配慮、化学物質管理、安全衛生管理の活動を推進しています。環境安全衛生マネジメ

ント体制では、一つ目は事業活動における環境配慮に係る「環境マネジメントシステム」が適切、妥当且

つ有効に機能していることをチェックし、さらにシステムの見直しを行うために「環境マネジメント部

会」を、二つ目は「化学物質マネジメントシステム」のチェックのために「化学物質管理部会」を、三つ

目は「安全衛生マネジメントシステム」のチェックのために「安全衛生部会」を設置しています。これら

の三つの部会で取り扱うテーマは様々な方面で関連し、影響を及ぼし合っています。また、これらは全体

として一つのマネジメントシステムで捉えることが妥当であると考え、 ３ 部会の全体チェックと相互の連

携についてのチェックを「環境安全衛生マネジメント委員会」で行っています。

大学の社会的責任（USR）
　本学では教育・研究や診療及び地域との連携など多岐にわたる事業活動を行っています。それらの活動

において、電力をはじめとする各種のエネルギーや水資源、その他様々な資材を使用しており、それらは

事業活動において研究成果、社会貢献、人材育成といった形で社会に還元されています。一方で、二酸化

炭素、廃棄物、排水として排出されるものもあり、その排出物の量は事業活動の規模とともに大きくなる

傾向があります。

　大学には、事業活動の活性化を図るだけでなく、排出物の量を減らすことやそれらを安全に取り扱うた

めの工夫や努力が求められており、そのことを実践していく責任があります。私たちはこれらのことを踏

まえ、大学の社会的責任 USR（University Social Responsibility）を果たせるように構成員全員が協力し、

環境に配慮した活動を推進しています。

（図 2 ）環境安全衛生マネジメント体制
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（理事・事務局⻑）

学 ⻑
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（学部⻑等）
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２
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３
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方
針
４

令和 ６ 年度環境配慮活動年度計画
　環境配慮年度計画は、本学における環境配慮活動の基盤となる非常に重要な取り組みです。環境配慮活

動を継続的に実施するためには、学生や教職員などすべての構成員が、日ごろから環境保全への意識を持

つことが不可欠です。

　そのため本学では、環境配慮に関する具体的な活動内容について、毎年計画を立て、その計画に基づい

て環境配慮活動を推進しています。特に、法令等により義務化される事項、安全衛生部会から指摘を受け

た事項、本学で数値目標が設定されている事項及び前年度の環境内部監査において C 評価（観察事項）

とされた事項については、重点的に取り組むべき課題として明確に位置付けています。

環境
方針 目　　　的 目　　　標 整理

番号 活　動　事　項

環
境
方
針
１

環境に関連する教育・
研究を推進する（充実
を図る）。

１ 環境教育・学習を推進する。
１ 環境に関連するカリキュラムの現状把握を継続する。

２ 環境に関する教育の充実を図る。

２ 環境関連研究を推進する。
③ 環境関連の研究を調査し、情報を提供する。

４ 環境に関連する研究の推進を図る。

環
境
方
針
２

環境に関連する法規等
の遵守を推進する。

３ 環境に関連する法規等の周知徹底と是
正措置を推進する。

① 遵守すべき事項を構成員に周知する。

２ 遵守事項の違反があった場合には、適切な是正措置を行う。

４ ハザードの把握と是正措置を推進する。

３ 化学物質及び高圧ガスの適正な管理の徹底を進める。

４ 法令に基づく個所の作業環境測定を実施する。

⑤ リスクアセスメントを実施する。

５ 安全及び環境配慮の教育を推進する。 ６ 安全及び環境配慮に関する教育の推進を図る。

環
境
方
針
３

全構成員の環境マネジ
メントへの参画と地域
との連携を推進する。

６
環境配慮活動計画を周知・推進すると
ともにキャンパス内の美化活動と安全
対策を推進する。

① 環境配慮活動の周知徹底を図る。

② キャンパス内美化活動を継続して実施する。

３ 構内及び建物内の安全対策を推進する。

７
建物内禁煙及び指定された場所以外の
敷地内禁煙の徹底を図り、受動喫煙防
止を推進する。

④ 受動喫煙防止対策を推進する。

８
地域社会と連携し、環境及び安全に配
慮した活動を推進するとともに関連事
項の情報発信と啓発を行う。

５ 環境配慮活動の支援学生を養成する。

６ 環境配慮活動を支援する。

７ 地域と連携し、安全及び環境に配慮した活動を推進する。

環
境
方
針
４

グリーン購入、省エネ
ルギー、省資源、廃棄
物削減を推進する。

９
本学が定めた「環境物品等の調達の推
進を図るための方針」に基づき「グリ
ーン調達率」１００％を推進する。

１ グリ－ン購入法対象品目について、基準適合製品の購入を推
進する。

１０ エネルギー使用量を原単位で前年度比
１ ％以上削減する。

２ エネルギー使用量を把握する

③ 省エネルギー活動を推進する。（ソフト面）

４ 省エネルギ－機器の導入を推進する。（ハード面）

１１ 水の使用量の削減を推進する。
５ 水資源の使用量を把握する。

６ 構成員に節水の徹底を図る。

１２ コピー用紙の使用量を前年度比 １ ％以
上削減する。

７ 紙資源の使用量を把握する

⑧ 紙資源の使用の削減に努める。

１３
３ Ｒ（リデュース、リサイクル、リユ
ース）を推進し、廃棄物発生量を前年
度比 １ ％以上削減する。

⑨ 資源ゴミの分別収集を徹底し、リサイクル資源の増加を図る。

１０ 事務用製品及び家具・家電製品再利用を推進する。

１１ 試験研究用資源の再利用を推進する。

⑫ 廃棄物の発生量を把握する。

１３ 廃棄物の適正な分別・管理及び処分を推進する。

１４ 廃棄物の発生抑制を推進する。

１５ 下水道排水の適正な管理を推進する。

○重点実施事項
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令和 ６ 年度環境配慮活動に対する環境内部監査の結果
　　令和 ７ 年 １ 月から ２ 月にかけて、各部局で計画された環境配慮年度計画の具体的活動事項について、

環境内部監査を実施しました。環境内部監査員（※Ｐ３０参照）が現地で行う実地監査と、事務局が書面及

びメールの確認による書面監査の二つの方法を併用し、全３１部局を対象に監査を実施しました。

　実地監査においては、監査の対象となる部局が計画したすべての具体的活動事項について監査を行いま

した。一方、書面監査においては、監査対象部局が計画した具体的活動事項の中から一部を抽出して監査

を行い、延べ監査項目数は３２６件となりました。

　評価は、適合（○）、特記事項（Ｚ）、重大な不適合（Ａ）、軽微な不適合（Ｂ）、観察事項（Ｃ）の ５ つ

の区分※ １ で行い、結果は以下の表のとおりとなりました。

　観察事項（Ｃ）と評価された理由は、一部局において、「環境配慮活動年度計画を教職員に電子メール

で周知する」と計画していたにも関わらず、実際には教職員への周知が行われていなかったためです。す

べての構成員が環境配慮活動への意識を持つためには、環境配慮年度計画の確実な周知が重要です。この

項目については、令和 ７ 年度の重点的活動事項として位置づけ、重点的に取り組むべき課題としています。

　一方、特記事項（Ｚ）については、附属図書館において、燃えるごみ、ペットボトル、空き缶の分類の

ほかに、プラスチック、乾電池、空き瓶といった分類のごみ箱も分かりやすく設置されていたことが評価

されました。また、写真 １ （※Ｐ１１参照）のように、ごみ箱の側面ではなく、ごみを投入する上側に分別

の表示をすることで、捨てる時に必ず目に入り、誤って捨てることがないように工夫されています。

※ １ 　適合（○）：計画された事項が予定通り実施された
　　　特記事項（Ｚ）：計画された事項が予定通り実施され、今後、他部局にも推奨したい取組み
　　　重大な不適合（Ａ）：環境に著しい影響を与え、利害関係者に迷惑をかける恐れがある不適合
　　　軽微な不適合（Ｂ）：重大ではないが、環境に何かしらの影響を与えることにつながりうる不適合
　　　観察事項（Ｃ）：そのまま放置すれば将来不適合に発展する恐れがあり、改善の余地がある事項
※ ２ 　令和 ５ 年度から、書類監査において、根拠資料を確認した場合のみ監査を実施したと見なした。

評価区分（前年度との比較）

内　　容

項　目　数

令和 ６ 年度 令和 ５ 年度

（令和 ７ 年 １ 月～ ２ 月監査） （令和 ６ 年 １ 月～ ２ 月監査）

延べ監査項目数 ３２６ ３０４※ ２

適合（○）と特記事項（Ｚ）の計 ３２５（内Ｚの数： １ ） ３０１（内Ｚの数： ２ ）

重大な不適合（Ａ） ０ ０

軽微な不適合（Ｂ） ０ ０

観察事項　　（Ｃ） １ ３
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令和 ６ 度各部局の目標ごとの環境内部監査の結果及び評価

※ ３ 　評価の基準：
◎：目標達成（達成率＝１００％）
◯：目標概ね達成（達成率＝８０％以上１００％未満）
△：目標一部未達成（達成率＝５０％以上８０％未満）
×：目標未達成（達成率＝５０％未満）

各部局の目標 活動数 適合数 達成率 評価

環境方針 １
環境教育・学習を推進する。 １０ １０ １００％ ◎

環境関連研究を推進する。 ７ ７ １００％ ◎

環境方針 ２

環境に関連する法規等の周知徹底と是正措
置を推進する。 ２４ ２４ １００％ ◎

ハザードの把握と是正措置を推進する。 ２４ ２４ １００％ ◎

安全及び環境配慮に関する教育を推進する。 １４ １４ １００％ ◎

環境方針 ３

環境配慮活動計画を周知・推進するととも
にキャンパス内の美化活動と安全対策を推
進する。

５７ ５６ ９８％ ○

建物内禁煙及び指定された場所以外での敷
地内禁煙の徹底を図り、受動喫煙防止を推
進する。

１４ １４ １００％ ◎

地域社会と連携し、環境及び安全に配慮し
た活動を推進するとともに関連事項の情報
発信と啓発を行う。

９ ９ １００％ ◎

環境方針 ４

本学が定めた「環境物品等の調達の推進を
図るための方針」に基づき「グリーン調達
率」１００％を推進する。

１７ １７ １００％ ◎

エネルギー使用量を原単位で前年度比 １ ％
以上削減する。 ６０ ６０ １００％ ◎

水の使用量の削減を推進する。 １４ １４ １００％ ◎

コピー用紙の使用量を前年度比 １ ％以上削
減する。 ２０ ２０ １００％ ◎

３ Ｒ（リデュース、リユース、リサイク
ル）を推進し、廃棄物発生量を前年度比 １
％以上削減する

５６ ５６ １００％ ◎

　なお、令和 ６ 年度環境内部監査において、各部局の目標ごとの「活動数」、「適合数」、「達成率」、「評価※ ３」

は以下の表のとおりです。

　活動数に対して、監査で適合とされた数をもとに達成率を算出しており、達成率が１００％の場合は評価

が◎となっています。環境方針 ３ 「環境配慮活動計画を周知・推進するとともにキャンパス内の美化活動

と安全対策を推進する。」について、一部の部局においてＣ評価（観察事項）となったため、達成率が９８

％となり、評価は○となっています。
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項　目 環境配慮活動に
おける目標 実績値 考　　　察

グリーン調達率
（環境方針 ４ － ９ ）

本学が定めた「環境
物品等の調達の推進
を図るための方針」
に基づき「グリーン
調達率」１００％を推
進する。

９９．７％

環境物品の調達目標を１００％として取り組んだ結
果、特定調達物品の調達率は平均で９９．７％とな
り、１００％に近い結果となった。環境物品の調達
に対する組織的な取り組みが効果的であったと
考えられる。また、各部局において、環境配慮
活動計画に取り入れたことにより、現場レベル
で意識の浸透が図ることができていると考えら
れる。今後も全体として高い調達率を維持する
ためには、環境物品の購入についての周知を継
続するだけでなく、対象となる商品の購入を奨
励するなど、購入者に向けて情報提供を行う必
要がある。

エネルギー使用量
（環境方針 ４ －１０）

エネルギー使用量を
原単位で前年度比 １
％以上削減する。

－７．２％

各部局において、「エネルギー使用量を把握する
こと」、「省エネルギー活動を推進すること」、

「省エネルギー活動機器を導入すること」を環境
配慮活動計画に取り入れ、現場レベルで節電等
の取組みが行われていた。今後も継続的に、省
エネルギー活動及び高効率機器の導入を推進し、
エネルギー削減に努める必要がある。

コピー用紙使用量
（環境方針 ４ －１２）

コピー用紙の使用量
を前年度比 １ ％以上
削減する。

－１６．３％

令和 ６ 年度の本学のコピー用紙調達量は９１．４ｔ
であり、令和 ５ 年度と比較すると約１６．３％減少
した。各部局で実施している環境配慮活動にお
いて、紙資源の使用の削減に努めることを目標
とし、「連絡事項等は電子掲示板、電子メールの
活用等によるペーパーレスを実施する。」、「講義
資料・会議資料はできるだけ簡潔にし、両面印
刷で作成する。」、「紙資源の使用削減について、
周知徹底に努める。」等に積極的に取り組んだこ
とにより、結果として全体の大幅な削減につな
がったものと考えられる。

廃棄物発生量
（環境方針 ４ －１３）

３ Ｒ（リデュース、
リユース、リサイク
ル）を推進し、廃棄
物発生量を前年度比
１ ％以上削減する。

１６．９％

令和 ６ 年度は、排水処理施設の改修工事があり、
２７６ｔの汚泥処理がされたことにより、産業廃棄
物の発生量は廃棄物大幅に増加した。しかし、
汚泥処理分を除く廃棄物発生量は前年度比で５．１
％の削減となった。各部局において、リサイク
ル活動の実施について環境配慮活動計画に取り
入れたことにより、現場レベルで意識の浸透が
図ることができていると考えられる。なお、令
和 ６ 年度の古紙の回収量は、前年度比で１１．９％
増となった。

環境配慮活動の数値目標に対する達成状況
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特記事項（Z）紹介（附属図書館）

　燃えるゴミやペットボトル、空き缶の分類だけでなく、プラスチックや乾電池、空き瓶といっ
た分類のゴミ箱もわかりやすく設置されていました。
　また、それらの廃棄日が把握できるように廃棄カレンダーも掲示されていました。

（監査所見「具体的な所見内容」より）
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環境方針 １
環境教育・研究に関すること

太陽光発電パネル下の草地化が創出する
カーボンクレジット

学術研究部社会科学系　経済学部
　　　　　　　　教授・八木　迪幸

　パリ協定の実行フェーズに入り、再生可能エネルギーへの転換が世界的な最優先課題となる中、日本で

も固定価格買取制度を契機に太陽光発電の導入量が急速に伸びました。しかし、太陽光パネル下の裸地は

植生が乏しく、強い日射や集中豪雨により土壌浸食や流出を招きやすいという課題を抱えています。２０２１

年 ７ 月に静岡県熱海市伊豆山で発生した大規模土石流では、原因は盛り土と推定されたものの、上流部の

開発造成地やメガソーラー施設との関連も報じられ、再生可能エネルギーの「負の外部性」が社会的な議

論を呼びました。加えて、従来の太陽光発電所では除草剤散布や砕石敷設による維持管理が行われ、在来

植物の多様性や土壌微生物相が貧弱になり、地域生態系を攪乱するケースも指摘されています。

　一方で、国土の約 ７ 割が山地で、森林の多くが急峻かつ細分化された所有形態にある日本では、森林造

成や植林による大規模な炭素吸収源の新設は容易ではありません。限られた土地を多機能化し、温室効果

ガス削減と地域の安全・活力を同時に生み出す課題に対し、太陽光発電サイトの草地化を通じて土壌有機

炭素（SOC）を蓄積し、カーボンクレジットを創出するアプローチが注目されています。

　私が参画した一般社団法人ナチュラルキャピタルクレジットコンソーシアム（NCCC）は、２０２１年１１月

に岡山県赤磐市のメガソーラー発電所（出光興産グループ開発）で赤磐草地プロジェクトを始動しました。

約５０ヘクタールの造成直後の裸地に、プロジェクト実施企業が開発した吹付工法を適用し、芝草とホワイ

トクローバーの種子をセルロース繊維と肥料を混ぜた混合剤として吹き付け、緑化を進めました。

図 １ ．太陽光パネル下の草地化（岡山県赤磐市）
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　この草地化の主目的は、光合成で固定された炭素が枯死有機物を経て土中に取り込まれ、長期にわたり

SOC として留まる性質を利用することです。パネル下の草地は基本的に不耕起であるため、炭素固定の

永続性が高く、厚い根群は表土を安定させ、豪雨時の土砂流出リスクを大幅に低減します。SOC の測定

には、土壌サンプリングを用いる強熱減量法（LOI）を基礎とし、２４区画をランダム抽出し、深度 ０ – ３０

㎝で採土しました。その結果、初期 ２ 年間（２０２１年～２０２３年）で純除去量８６トン（CO₂換算）、 １ ヘクタ

ール当たり年間３．４トンという炭素貯留が確認されました。年間平均１６８トンの除去が期待されています。

なお、炭素貯留は経年で減少し、５０年でゼロに近づくとされています。この除去量はカーボンクレジット

として市場で売買され、その売却益は現場の維持管理費と次期プロジェクトの測定コストに再投資される

ことになります。

　カーボンクレジットには政府系と自主的（民間）の ２ 種類があり、日本では経済産業省・環境省・農林

水産省が共同で J －クレジット制度を運用しています。世界的に有名な自主的カーボンクレジット市場は

Verra などの ４ 団体が市場シェアの大半を占め、２０２４年 ３ 月時点で総数２０億トンのクレジットを発行して

います。しかし、日本は G ７ および東アジア諸国の中で最も小規模な VCM 市場であり、２０２４年 ３ 月現在、

主要認証機関が発行した累積クレジット総数のうち、日本はわずか ３ プロジェクト、認証量ゼロと極めて

小規模に留まっています。赤磐草地プロジェクトは、このギャップを埋める国産モデルとして注目され、

２０２４年度環境金融研究機構「第１０回サステナブルファイナンス大賞」で大賞を受賞しました。本研究成果

は Elsevier 社の OA 査読誌『Environmental Challenges』に掲載されています。

　太陽光発電サイトの草地化は、再生可能エネルギー拡大に伴う土地利用問題を解決しつつ、自然資本を

経済価値へと転換する好機となります。カーボンクレジットの市場メカニズムは、環境改善を費用ではな

く投資機会として捉え直し、環境と経済の両立を図る地方創生モデルの構築を促します。今後、このよう

な実践的研究を通じて、地方創生型の取り組みが地球規模の環境課題の解決に寄与することが期待され

ます。

表 １ ．赤磐草地プロジェクトの CO₂除去量（＋除去量、－排出量）

２０２１～２０２３年 以降の年間予測

土地からの自然排出 ０ トン ０ トン

土壌肥料による排出 － ９ トン ０ トン

電気使用量 ０ トン ０ トン

燃料使用量 －３５トン ０ トン

リーケージ ０ トン ０ トン

芝・クローバーによる除去 １３０トン １６８トン

合計（除去量） ８６トン １６８トン
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環境方針 １　環境教育・研究に関すること

和漢医薬学総合研究所の改修工事による
研究環境改善

和漢医薬学総合研究所所長
　　　　　　　　教授・東田　千尋

　現・和漢医薬学総合研究所は、遡ること６２年前、１９６３年 ４ 月に富山大学薬学部附属　和漢薬研究施設と

して設置されました。そして１９７８年 ６ 月に、杉谷地区に開校された富山医科薬科大学の和漢薬研究所とし

て移動しました。その後、一部増築、外部耐震補強工事がなされたものの、建物の老朽化・研究環境の悪

化が進んでいました。長年の念願が叶い、国立大学法人施設整備事業により機能改修工事が認められ、令

和 ４ 年（２０２２年） ８ 月から工事が始まりました。しかし丁度この時期は新型コロナ感染症による世界経済

の変化、戦争等の国際情勢により、物資価格の高騰化が進んでいましたので、限られた予算の中で、最大

限に研究環境・居住環境を整える改修が求められました。そこで早川（前）研究所長が見事なリーダーシ

ップを発揮され、それまでの慣習にとらわれない大胆なスペース改修デザインが出来上がりました。

　和漢研は ２ 階－ ７ 階からなる建物ですが、それまでは、多くの研究室がそうであるように、各研究室が

１ フロアを占有し研究室ごとに独特の間仕切りがされていました。こういった状況ではなるべく専有スペ

ースを減らしたくないという考えになってしまい、ラボが増えたり教員が増えたり機器が増えた場合、そ

こに割く面積の捻出には苦労がありました。同じような機能の機器を各ラボが購入している現実もありま

した。そういったことを解消し無駄のない風通しの良い研究環境を構築するために、思い切ったゼロベー

スでの見直しがなされました。もちろん “改修” ですので、間仕切りを変えることのできない部分はその

ままに、また各部屋のドアは古いものを再利用せざるを得ないなど制約はありました。そんな中重視した

図 １ 　教員と学生の居室がフロアに集約

のは、機能的目的別にスペースを集約する（機器やスペースの

共有化で無駄をなくす）、複数ラボ間で研究室を共有する（他

のラボの活動を見たり交流することは刺激になるので）、レン

タルスペースを多く設置し人員の変化にフレキシブルに対応で

きるようにする、教授室およびスタッフ／学生の居室を １ フロ

アに集約し自然と所員の交流が促される動線を作る、ラボの垣

根なく食事や交流ができる共通の休憩室の設置、オンライン会

議などに便利な個別ブース室、企業様によるネーミングラツを

冠したセミナー室、といった具合です。また工事費を抑え将来

的な汎用性も確保するため、できるだけ特殊な間取りの設計を

控えました。

　また各フロアの入口の壁面にはスタイリッシュなプレートが

付され、“センスの良い和漢研” というイメージを大事にしま

した（図 １ ）。
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　工事が終わり、令和 ５ 年（２０２３年） ４ 月から新しい研究棟での生活が始まりました。数字として表すこ

とのできる電気、水道、共有スペース面積を改修前と改修後で比較しました。月別電気使用量（図 ２ ）、

月別水使用量（図 ３ ）ともに、改修後は劇的に減少して推移続けています。また共有スペース面積は改修

前の４．９倍（図 ４ ）、共有部屋数は改修前の３．５倍（図 ５ ）と大幅に部屋をシェアすることができました。

　この改修によって、ラボ間の物理的距離が縮まり、互いに融通し合い知恵を出し合い研究を進めようと

いうコンセプトが共有されています。例えば、共通性のある機器を別々のラボで保有していることがより

分かるようになり、それらを積極的に共有スペースに移動することで、個々の専有スペースが広がるとい

うメリットが生まれています。機器の使用方法のコツなども伝授し合えるようになります。また動物飼育

／実験室も複数のラボで共有していますが、共有であればなおのことクリーン環境を維持し適切に動物実

験を行うための細かなルールを設けることとなり、その遵守と必要に応じた改善に努めています。また所

員の居室が近くなったことにより、他のラボのメンバーの顔が見えるようになり、互いに挨拶を交わした

り気軽に相談に行ったりということが確実に増えました。休憩室には調理器具、食器棚、雑誌、ディスプ

レイが置かれ、食事やリラックスのみならず、ちょっとしたプレゼン練習などにも対応できるようになっ

ています（図 ６ ）。和漢研には各ラボに多くの留学生がいますが、休憩室で留学生と日本人学生がそれぞ

れのお国の料理を食べながら交流しているのが日常の光景になっています。

　改修を終えて ２ 年が経過しましたが、研究環境の改善が、研究推進のパワーとなり成果の躍進につなが

っていると実感しています。

図 ２ 　月別電気使用量（kwh）

図 6 　誰でも24時間利用できる休憩室

図 ５ 　　共有部屋数

図 ３ 　月別水使用量（㎥）
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図図２２ 月月別別電電気気使使用用量量（（kkwwhh））
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環境方針 １　環境教育・研究に関すること

喫煙をとりまく社会からの要請と
富山大学の取り組み

富山大学保健管理センター長
　　　　　　　　教授・石木　学

　喫煙は肺がんなどの悪性新生物や COPD（肺気腫や慢性気管支炎などの慢性閉そく性肺疾患）を始め多

様な健康障害の原因となり、超過医療費、労働力損失などの経済損失をもたらします。我が国においても

国民の禁煙に対する意識は高まっており、厚労省による令和 5 年の国民健康・栄養調査では、習慣的な喫

煙者は、全体で15. 7 %、男性25. 6 ％、女性 6 . 9 ％であり、10年前のそれぞれが32. 1 ％、19. 3 ％、 8 . 2

％であったことから徐々に減少していますが、女性の減少率が低いことが懸念されています。一方、他人

の喫煙によりたばこから発生した煙にさらされる受動喫煙の機会を有する者（調査時喫煙者を除く）の場

所別での割合は、路上で最も多く（26. 5 %）、次いで職場（17. 0 %）となっています。受動喫煙者は喫

煙者と同様の健康障害を引き起こすため、屋外や職場での喫煙時における周囲への配慮がより強く求めら

れています。

　そこで、国は2018年 7 月に「健康増進法の一部を改正する法律」を制定し、受動喫煙防止のための取り

組みを強化することとなりました。そのため、大学をはじめ学校においては原則禁煙となりましたが、

「敷地内禁煙であるが、屋外で受動喫煙を防止するために必要な措置がとられた場所に、喫煙場所を設置

することができる」、とされていました。本学においても特に受動喫煙防止の観点から、五福、杉谷、高

岡キャンパスにおける取り組みが推進されています。各キャンパスにおいては、産業医の職場巡視等によ

り敷地内でのタバコの吸い殻（ポイ捨て）の有無や喫煙可能場所の整備状況を定期的に確認し各部署との

十分な情報交換をしています。

　また、杉谷キャンパスでは、2019年 7 月に特定屋外喫煙場所を設置しましたが2025年には撤去し敷地内

を全面禁煙としました。また、2025年 １ 月より産業医が禁煙教室を開催するなどし、喫煙がもたらす健康

障害や受動喫煙の防止の重要性、禁煙治療などの理解を促進するための機会を学生、教職員へ提供してい

ます。さらに、喫煙の程度を評価するための呼気中一酸化炭素濃度測定器（CO モニター）を保健管理セ

ンターに整備し、喫煙者の禁煙の動機付け支援をしている他、富山大学附属病院では禁煙外来を設け専門

の医師による禁煙治療も実施しています。杉谷キャンパスには附属病院があるため、このような取り組み

の強化は必然的である側面もありますが、五福キャンパスや高岡キャンパスにおいても屋外の喫煙可能場

所周囲における受動喫煙防止対策をより推進するための整備が進んでいます。

　社会からの要請もあり、学生を含め多くの教職員が在籍する大学全体において、各キャンパスの保健管

理センターや産業医、関係各所などを通し、禁煙や受動喫煙の阻止に対する取り組みの持続的な促進が大

きく期待されています。
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授業名 対応する SDGs 目標 授業の概要 シラバス

環境経済学

　人間・自然・経済を含む循環社会を基本的視野として、自
然・人間・経済社会のトータルな関連性が歪められ破壊され
た悪循環社会の状態を環境問題と捉え、環境問題とライフス
タイルと生産スタイル、さらに消費構造と産業構造及び地域
経済構造の転換との関係を解明し、調和型循環社会構築の道
を探求するための理論と政策手法や諸経済活動のあり方を考
える。

地方創生環境学

　現在の環境問題は科学的視点だけではなく、法学や経済学、
社会実装の視点からも総合的に考察しなくてはならない。こ
の特別講義では様々な視点から環境問題に取り組んでいる、
企業、環境省、富山市の専門家に講義をしてもらい、自然科
学的視点のみならず、環境行政や経済学などの視点からの環
境問題の課題や対策について学ぶ。

環境と安全管理

　この授業では、大学における環境配慮活動・安全衛生活動
に関する解説、公害や労働災害の事例紹介や環境に関連した
法律・国際条約、リスクマネジメントや環境マネジメントに
ついて取り扱います。また、火災や中毒の防止などの安全管
理、省資源・リサイクル、省エネルギー、廃棄物や水環境の
保全などの取組みについて解説します。
　授業で取り上げる内容は、実験や研究での安全対策や大学
での環境配慮活動に直接的に関係しているだけでなく、将来
みなさんが働く職場での環境配慮活動や安全活動の基礎とな
ります。また、大学生活の中で環境に配慮した取り組みを考
える際に大いに役立ちます。

研究名・研究者名 対応する SDG ｓ目標 概　　　　要 リンク先

半透明有機薄膜
太陽電池の開発

　日中は太陽光、夜間は室内光を利用して発電する、一部の
光を透過することで窓材にも利用可能な半透明有機薄膜太陽
電池の実現を目指し、開発に取り組んでいる。

工学部　教授　中　茂樹

日本域の気候変
動影響評価

　（独）環境再生保全機構 環境研究総合推進費 研究課題「気
候変動影響評価のための日本域の異常天候ストーリーライン
の構築」に共同研究者として参加し、我が国の異常天候をタ
ーゲットとした気候シナリオのストーリーライン構築に取り
組んでいる。
都市デザイン学部　地球システム科学科　准教授　濱田　篤

微生物を用いた
マリンバイオマ
スの有効利用と
持 続 可 能 な 漁
業・養殖業の推
進

　沿岸域の漂着海藻や廃棄海藻をマリンバイオマスとして捉
えた有効利用を目指して、海藻分解菌を分離し、その特徴を
解析した。その結果、藻体を細粒化し糖化する新規性の高い
分解菌を複数株見出した。また、真珠形成母貝アコヤガイの
滑走細菌症を世界初報告することができ、今後の持続可能な
漁業・養殖業の推進にも貢献することができた。

理学部　講師　酒德　昭宏

学内の環境に関する教育活動

学内外の環境に関する研究活動

　富山大学における、環境に関する授業を ３ つピックアップしました。SDG ｓ目標のうち、 ７ ・１３・
１４・１５に関連しています。

https://www.new-syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/2024/30/30_131615.html
https://www.new-syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/2024/40/40_146651.html
https://www.new-syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/2024/91/91_106200.html
https://u-toyama.elsevierpure.com/ja/persons/shigeki-naka
https://u-toyama.elsevierpure.com/ja/persons/atsushi-hamada
https://u-toyama.elsevierpure.com/ja/persons/akihiro-sakatoku
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環境方針 ２
法の遵守に関すること

化学物質・薬品管理

化学物質管理体制について

　本学では教育研究活動において様々な化学物質が使用されており、これらの化学物質を適正に管理して

いくために、化学物質管理部会及び化学物質管理部会キャンパス部会（五福キャンパス、杉谷キャンパス、

高岡キャンパス）を設置しています。

　また、化学物質による労働災害を防止するため労働安全衛生規則等の一部改正があり、これを受けて現

在、化学物質管理体制の見直しを行っています。

　化学物質管理部会の主な協議事項

（ １ ）　化学物質管理、水質保全及び廃棄物処理の基本方針に関すること。

（ ２ ）　化学物質の管理・取扱いについての教育・講習に関すること。

（ ３ ）　化学物質による健康障害の防止対策に関すること。

（ ４ ）　化学物質による環境汚染の防止対策に関すること。

（ ５ ）　化学物質に関連した危機管理に関すること。

（ ６ ）　その他化学物質管理に必要な事項

化学物質管理体制

新たに選任

化化学学物物質質管管理理者者

各各事事業業場場でで選選任任

総総括括化化学学物物質質管管理理者者

各各事事業業場場 総総括括安安全全絵絵性性管管理理者者

化化学学物物質質管管理理担担当当者者

ココーースス長長、、学学科科長長

ままたたはは、、学学部部長長等等がが指指名名すするるもものの

化化学学物物質質責責任任者者

学学部部長長等等、、セセンンタターー長長

化化学学物物質質担担当当者者

作作業業場場をを管管理理すするるもものの((講講座座等等のの長長))

保保護護具具着着用用管管理理責責任任者者
作作業業場場をを管管理理すするるもものの((講講座座等等のの長長))

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

化学物質管理部会
部会長：環境管理責任者

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会
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化学物質の管理状況について

化学物質のリスクアセスメントについて

　平成２８年 ６ 月、労働安全衛生法の改正により、作業者への危険・有害性または健康障害を生ずるおそれ

のある化学物質について、化学物質リスクアセスメントが義務付けられました。さらに令和 ６ 年度には、

労働安全衛生法の関係政省令改正により、化学物質による労働災害を防止するための新たな規制について

強化され、リスクアセスメント対象物質が大幅に増加（令和 ６ 年度８９６物質、令和 ８ 年度予定２９００物質）

するため、本学では CREATE ‐ SIMPLE ※を使ったリスクアセスメント調査を実施しました。

　リスクがあるとみなされた作業場は環境安全推進センタースタッフが現地確認を行い、化学物質管理部

会と環境安全推進センターからリスク低減措置を提案し、各研究室が低減を行っています。

※ばく露限界値（または GHS 区分情報に基づく管理目標濃度）と化学物質の取扱い条件等から推定した

ばく露濃度を比較する厚生労働省が提供している簡単な化学物質リスクアセスメントツール

毒物及び劇物の管理について

　本学の教育研究活動において、「毒物及び劇物取締法」で定められた多くの試薬を使用しています。こ

れらの毒劇物が適切に保管されていることを確認するため、毎年、毒劇物定期検査を実施しています。

　令和 ６ 年度において、毒劇物を保管するすべての研究室（１７５研究室）を対象に当該研究室教員以外の

第三者的立場から選任された職員が検査を実施しました。

　環境安全推進センターでは毎年、安全教育講習会の機会を通して、毒劇物の管理水準の向上と取扱者の

意識向上に努めています。
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環境方針 ２　法の遵守に関すること

化学物質の排出量と移動量について（PRTR 制度）

　PRTR 制度（化学物質排出移動量届出制度）は、人体や環境に悪影響がある化学物質（計５１５物質）の

排出量・移動量を事業場ごとに国に報告する制度です。対象となる物質全てにおいて、本学から環境への

排出量の調査を行い、環境への支障を未然に防止するよう努めています。

　本学の各キャンパスにおける届出対象（第一種指定化学物質は年間 １ t 以上、特定第一種指定化学物質

は年間０．５t 以上の取扱いがあった物質）の化学物質及び排出量・移動量は以下のとおりです。

PRTR 制度届出対象となる化学物質の排出量・移動量（令和 ６ 年度）

キャンパス名 政令番号 対象物質名 年間取扱量 排出量（㎏） 移動量（㎏）

五福 ３９２ ノルマルヘキサン ２，４６０ １６０ ２，３００

杉谷
１８６ ジクロロメタン ２，０９８ ２１ ２，０７７

３９２ ノルマルヘキサン １，８２８ １８ １，８１０

高岡 年間取扱量届出対象外

R2 R3 R4 R5 R6

ジクロロメタン 736 1324 987 609 754

ノルマルヘキサン 3,934 2,216 2460 2460 2,460
ジクロロメタン 2184 2238 1818 1544 2098
ノルマルヘキサン 1192 1560 1818 1731 1828
キシレン 823 1331 773 661 934

合計 7,310 6,014 6,096 5,735 6,386

⻩⾊＝届規定量未満

五福

杉谷
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( kg ) 五福キャンパス

ジクロロメタン ノルマルヘキサン
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( kg ) 杉谷キャンパス

ジクロロメタン ノルマルヘキサン キシレン

R2 R3 R4 R5 R6

ジクロロメタン 736 1324 987 609 754

ノルマルヘキサン 3,934 2,216 2460 2460 2,460
ジクロロメタン 2184 2238 1818 1544 2098
ノルマルヘキサン 1192 1560 1818 1731 1828
キシレン 823 1331 773 661 934

合計 7,310 6,014 6,096 5,735 6,386

⻩⾊＝届規定量未満

五福

杉谷
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( kg ) 杉谷キャンパス
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直近 ５ 年間における PRTR 届出物質年間取扱量の推移

※1000㎏未満は届出対象外
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実験で発生する廃棄物について（試薬類・廃液など）

　教育研究活動において引火性や爆発性、有害性のある化学物質が多数使用されており、それに伴い実験

系廃棄物（廃液、固形廃棄物）が発生します。本学では、発生した実験系廃棄物を、環境負荷を減らせる

よう、また安全に処分できるよう各キャンパスで廃液分類フローチャート（五福、杉谷）を作成し、各研

究室がそれに従って適正に分別・分類しています。また、実験系廃棄物は環境安全推進センターで集積し

処分を外部委託しています。

　毎年、化学物質を使用する学生・教職員を対象に実験系廃棄物に関する講習会を開催するとともに、実

験系廃棄物の手引き（五福、杉谷、高岡）を発行することにより、実験系廃棄物を安全に、適正に管理し

ています。

不要薬品の処分について（水銀廃棄物など）

　本学では、教育研究活動において発生する多種多様な不要薬品の一斉処分を実施しています。不要薬品

を処分することにより、容器の劣化による漏洩等のリスク削減を行うとともに、一斉処分することで、処

分費（運搬費や諸経費等）のコスト削減を図っています。

　令和 ６ 年度は水銀※廃棄物１２．０㎏、廃試薬１，７２５㎏をそれぞれ処分しました。

　また、安全講習会や廃液講習会において、薬品取扱者の意識向上を図るとともに、薬品の計画的な購入

と適正管理及び不要薬品の適正処分を推進しています。

※水銀汚染防止法により、厳格な管理が必要。

外部委託により適切に処分される廃試薬直近 ５ 年間における水銀・廃試薬処分量の推移

表 直近５年間における廃試薬処分量推移 (kg)

事業場 R2 R3 R4 R5 R6 1

五福・五艘地区 2,063 2,118 1,577 1,093 1,559 2

杉谷地区 233 188 358 196 162 3

高岡地区 0 500 18 0 4 4

合計 2,296 2,806 1,953 1,289 1,725 5

6

7

8

9
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13

14
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16
17
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19
20
21
22
23

0

1,000

2,000

3,000

R2 R3 R4 R5 R6

水銀系 17.8 19.9 19.7 45.0 12.0

廃試薬 2,296 2,806 1,953 1,289 1,725

合計 2,313 2,826 1,973 1,334 1,737

直近５年間における水銀・廃試薬処分量の推移
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環境方針 ２　法の遵守に関すること

ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の管理状況について

　平成１３年に「PCB 廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」が制定され、本学では平成２４年度か

ら順次、保管されている PCB を使用したトランスやコンデンサ等の廃棄物の適正処分を行ってきました。

　高濃度 PCB 廃棄物については、すべての処分が完了しています。低濃度 PCB 廃棄物の処分期限は令和

９ 年 ３ 月３１日となっており、本学では計画していた処分は完了しましたが、引き続き調査を行っています。

排水管理について

　本学の五福地区、杉谷地区、高岡地区、附属病院の各事業場は、水質汚濁防止法及び下水道法で定めら

れた特定施設にあたります。よって、雨水系統は水質汚濁防止法による排水基準、公共下水道は下水道法

による下水排除基準を遵守しなければなりません。そこで、本学では、排水基準より厳しい管理基準（管

理目標値）を定め、定期的に排水分析を行い、排水の適正な管理を行っています。

　また、排水を適正に管理するために各キャンパスでは、例年、化学物質を使用する学生・教職員を対象

に排水に関する講習会を開催しています。
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安全衛生管理体制について

　本学は、五つの事業場（五福地区事業場、杉谷地区事業場、附属病院事業場、高岡地区事業場、五艘地

区事業場）があり、事業場ごとに、毎月安全衛生委員会を開催し、労働安全に関する問題等の改善を図っ

ています。各事業場の安全衛生委員会の上に安全衛生部会を設置し、法改正に伴う方針決定や、各事業場

の進捗状況の確認、各事業場が抱える問題について協議し、本学の安全衛生に関する基本方針を定めてい

ます。

　労働安全衛生規則等の一部を改正する省令（令和 ４ 年 ５ 月３１日公布）を受け、本学では安全衛生委員会

において化学物質の自律的な管理の実施状況の調査・審議を行っています。

　安全衛生部会での協議事項

（ １ ）職員等の危険及び健康障害を防止するための基本となるべき対策に関すること。

（ ２ ）職員等の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること。

（ ３ ）労働災害等の原因及び再発防止対策に関すること。

（ ４ ）その他職員等の安全衛生に関し必要な事項。

　各事業場安全衛生委員会での審議事項

（ １ ）職員の危険及び健康障害を防止するための基本となるべき対策に関すること。

（ ２ ）職員の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること。

（ ３ ）労働災害の原因及び再発防止対策で、安全衛生に係るものに関すること。

（ ４ ）職員の危険の防止、健康障害の防止及び健康の保持増進に関する重要事項。

安全衛生管理について

安全衛生管理体制

高
岡
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

安全衛生管理体制
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安全衛生部会
部会⻑︓統括環境安全衛生管理者
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環境方針 ２　法の遵守に関すること

作業環境測定について

　労働安全衛生法第６５条、「事業者は、有害業務を行う屋内作業場その他の作業場で、政令で定めるもの

について、厚生労働省令で定めるところにより、必要な作業環境測定を行い、及びその結果を記録してお

かなければならない」と定められており、本学では、これに準じて、作業環境測定を実施しています。

・令和 ６ 年度の全事業場における作業環境測定結果

　《有機溶剤》　　　すべての作業場において第 １ 管理区分

　《特定化学物質》　 １ つの作業場において第 ２ 管理区分

　《粉じん》　　　　すべての作業場において第 １ 管理区分

　《電離放射線》　　すべての作業場において問題のないレベル

　第 ２ 管理区分であった作業場は改善を行っています。

　作業環境測定は作業環境中に存在する有害要因を定量的に把握するための有効な手段といえます。今後

は、測定の継続とともに作業管理の水準向上に努めていきます。

安全衛生の管理状況について

管理区分と管理区分に応じて講ずべき措置

管理区分 作業の状態 講ずべき措置

第 １ 管理区分
当該作業場所のほとんど（９５％以上）の場
所で気中有害物質の濃度が管理濃度を超え
ない状態

（現在の管理の継続的維持に努める）

第 ２ 管理区分 当該単位作業場所の気中有害物質の濃度の
平均が管理濃度を超えない状態

施設、設備、作業工程又は作業方法の点検
を行い、その結果に基づき、作業環境を改
善するための必要な措置を講ずるよう努力
する。

第 ３ 管理区分 当該単位作業場所の気中有害物質の濃度の
平均が管理濃度を超える状態

①施設、設備、作業工程又は作業方法の点
検を行い、その結果に基づき、作業環境
を改善するために必要な措置を講ずる。

②有効な呼吸用保護具を使用する。
③健康診断の実施、その他労働者の健康保

持を図るために必要な措置を講ずる。
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特定屋外喫煙場所について

　喫煙は、肺がん、脳卒中などに罹患するリスクが高くなるなど、健康への悪影響を及ぼすことが知られ

ています。平成１４年に「健康増進法」が制定されましたが、喫煙対策は努力義務であり店舗や施設によっ

て対策はまちまちでした。その後平成３０年 ７ 月には「改正健康増進法」が成立し、屋内での喫煙は原則禁

止となり、喫煙室の設置が義務付けられました。

　本学では令和元年 ７ 月 １ 日以降は、五艘地区事業場、附属病院事業場は敷地内全面禁煙、五福地区事業

場、杉谷地区事業場、高岡地区事業場は特定屋外喫煙場所＊を設置しています。

　令和 ２ 年 ４ 月 １ 日、望まない受動喫煙の防止を図るために、改正健康増進法が施行されました。２０歳未

満の喫煙エリアへの立ち入り禁止、喫煙室への標識の掲示義務、受動喫煙を防止するための努力義務、義

務違反時の指導・命令・罰則の適用などが追加されました。

　本学の更なる対策として、杉谷地区の特定屋外喫煙場所については令和 ７ 年 ４ 月 １ 日に廃止し、敷地内

禁煙とすることが役員会において決定されました。また、高岡地区事業場は、一部の学生・教員が大学の

敷地外で喫煙を行っており、周辺住民の受動喫煙を促しているという状況であったため、役員会の決定を

経て学外に影響を及ぼさない場所に過渡的に特定屋外喫煙場所を設置しました。さらに、「富山大学受動

喫煙防止のための喫煙ルール」を制定し、みんなが快適に過ごせる環境作りに取り組んでいます。

　学生には若いうちに喫煙が健康に及ぼす影響を理解し、他者へ配慮する公共意識を持つこと、健康習慣

を身に着けることを、環境配慮活動を通じて行っていきます。

※学校や病院など原則敷地内禁煙である施設（第一種施設）の屋外に、明確な区画を定めたり、標識を掲

示して設けられた喫煙場所。

各地区の受動喫煙防止対策

地区名 対　　応

五福地区 特定屋外喫煙場所 ２ 箇所

杉谷地区 特定屋外喫煙場所 １ 箇所

附属病院 全面禁煙

高岡地区 特定屋外喫煙場所 １ 箇所

五艘地区 全面禁煙
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環境方針 ２　法の遵守に関すること

富山大学安全週間の実施について

　本学では、厚生労働省及び中央労働災害防止協会主唱の「全国安全週間」に合わせて、「富山大学安全週

間」を実施しております。児童・生徒・学生・教職員の安全意識の向上及び安全活動の定着を図り、事故

を未然に防ぐために、各部局が主体となって安全対策会議や職場・研究室等の安全点検を行っております。

　同時に、事故を防止するためにはどのようなことに注意する必要があるかを考えてもらうために、安全

標語を募集しています。令和 ６ 年度は学内（附属小学校を含む）から２１４件の応募があり、厳正な審査を

行ったところ、最優秀作品はダイバーシティ推進センター職員の作品「あなたの目　みんなの声で　防ぐ

事故」となりました。この作品のポスターは全国安全週間実施期間である ７ 月 １ 日～ ７ 月 ７ 日に各部局に

掲示され、構成員一人一人の安全意識の向上に大きく寄与されました。

富山大学安全標語
富山大学　環境安全推進センター　2024.7

安全 第一

最優秀賞

あ
な
た
の
目

み
ん
な
の
声
で

防
ぐ
事
故

ダ
イ
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ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
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富
山
大
学
に
つ
い
て

環
境
報
告
書
の

信
頼
性
向
上
に
向
け
て

環
境
方
針
１

環
境
方
針
２

環
境
方
針
３

環
境
方
針
４

Environmental Management Report 2025 27

１ ．安全教育講習会

４ ．防火・防災訓練

対　　象 実施期間 場　　所 受講者数（人）

全キャンパス学生・教職員 令和 ６ 年 ５ 月２７日～ ７ 月３１日 オンライン（Moodle） １，１０５

２ ．救命講習会

事 業 場 実 施 日 場　　所 参加者数（人）

五福地区 令和 ６ 年 ９ 月２６日 第 １ 体育館 ２３（職員２３）

杉谷地区 令和 ６ 年 ５ 月１０日 五福キャンパス第 ３ 体育館 ２９２（学生２９２）

高岡地区 令和 ６ 年１０月３０日 Ａ棟 ２ 階大会議室 １３

五艘地区 令和 ６ 年 ４ 月１７日 附属学校共用棟 ３９（教職員３９）

計　 ３６７

３ ．除雪機講習会

事 業 場 実 施 日 場　　所 参加者数（人）

五福・五艘・杉谷地区 令和 ６ 年１１月２８日 五福キャンパス ２４

高岡地区 令和 ６ 年１１月２５日 高岡キャンパス １３

計　 ３７

事 業 場 実 施 日 内　　容 参加者数（人）

五福地区 令和 ６ 年１０月２１日 全学防火・防災訓練 ５０５（教職員２８２、学生２２３）

杉谷地区
令和 ６ 年 ６ 月２４日 防火・防災訓練 １４２（教職員７１、学生７１）

令和 ６ 年１０月２１日 全学防火・防災訓練 １９９（教職員１００、学生９９）

附属病院 令和 ６ 年 ９ 月２７日 防火（消防）訓練 ６３（教職員５７、外部 ６ ）

高岡地区 令和 ６ 年１０月２１日 全学防火・防災訓練 ４８

五艘地区

令和 ７ 年 １ 月１６日 地震・火災避難訓練
（幼稚園） ９０（園児７６、教員１４）

令和 ６ 年 ４ 月２６日 火災避難訓練
（小学校） ４４６（児童４１８、教員２８）

令和 ６ 年 ５ 月２０日
令和 ６ 年１１月２６日

火災避難訓練
（特別支援学校）

９１（生徒５７、教員３４）
９１（生徒５７、教員３４）

令和 ６ 年１０月 ８ 日 ４ 校園
（防災訓練）

１，１３３
（園児・児童・生徒１，０２５、

教員１０８）　　　　　　　

計　 ２，８０８
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環境方針 ２　法の遵守に関すること

放射線取扱施設の放射線取扱主任者

研究推進機構　水素同位体科学研究センター
　　　　　　　　教授・原　正憲

（放射線取扱施設の放射線取扱主任者）

　現在の科学研究においては、さまざまな対象が多様な手法によって測定・定量化されています。その中

には、放射性同位元素を利用した測定や研究も含まれます。このような研究を実施するために、富山大学

には以下の ３ つの放射線取扱施設が設置されています。

　 １ ．研究推進機構　水素同位体科学研究センター

　 ２ ．研究推進総合支援センター　自然科学研究支援ユニット　放射性同位元素実験施設

　 ３ ．生命科学先端研究支援ユニット　アイソトープ実験施設

　これらの施設には、センター長または施設長のほかに、放射線障害の防止を監督するため、放射線取扱

主任者が選任されており、大学から国へ届け出がなされています。放射線取扱主任者の選任は法令により

定められており、放射線施設の運営において不可欠な存在です。

　放射線取扱主任者は、施設に立ち入る者に対して、放射線障害を防止するために、法律および予防規定

に基づいた指示を行うほか、センター長や施設長に対して放射線障害防止に関する意見を述べることもあ

ります。

　主任者として選任されるには、放射線取扱主任者免状の取得が必要です。富山大学の ３ つの放射線取扱

施設では、密封されていない放射性同位元素を使用しているため、第 １ 種放射線取扱主任者免状を有する

者が主任者として選任されます。

　第 １ 種放射線取扱主任者免状の取得手順は、以下の通りです。

　 第 １ 種放射線取扱主任者試験に合格

　 第 １ 種放射線取扱主任者講習を修了

　 免状を取得

　第 １ 種放射線取扱主任者試験は、例年 ８ 月に実施されています。

　免状を取得し、主任者として選任された後は、資質の向上と知識の更新を目的として、定期的に放射線

取扱主任者定期講習の受講が義務付けられています。この講習では、法令の改正点、新たな安全管理手法、

事故事例とその対応などについて学びます。

　主任者は、施設を利用される皆様の実験に対して意見を述べたり、実験手法や計画の変更をお願いした

りすることもあります。これらの意見やお願いは、放射性同位元素を安全に取り扱っていただくためのも

のです。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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　放射線取扱主任者に興味をお持ちの方は、主任者として選任されるかどうかに関わらず、第 １ 種放射線

取扱主任者試験に挑戦してみませんか？そして、大学における放射線安全管理について共に考えていただ

けると、大変うれしく思います。放射線施設の運営は、施設職員だけでなく、多くの皆様の支えによって

成り立っています。
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環境方針 ３
全構成員の参画・地域との連携に関すること

環境安全推進員と環境安全推進員連絡会

　環境安全推進員は、富山大学が定める環境マネジメント規則に基づき、各部局の教職員の中から環境安
全推進実行責任者が指名しています。環境安全推進員は、「富山大学環境配慮活動年度計画」に基づき、
所属部局等の年度計画を立案するとともに、所属部署等の構成員へ周知し、環境配慮活動が円滑に実行さ
れるよう働きかける役割を担っています。令和 ６ 年度は ４ 月２２日～２６日と ９ 月２４日～３０日の ２ 回、
Microsoft Teams を利用したオンラインで環境安全推進員連絡会を開催し、情報共有及び意見交換を行
いました。

環境内部監査員と環境内部監査

　環境内部監査員は本学が定めた環境マネジメントシステムが適切に実施され、維持されているかをチェ
ックする重要な役割を担っています。
　 ９ 月３０日、１０月 １ 日に、外部講師として三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社コンサルティ
ング事業本部サステナビリティ戦略部プリンシパルの佐野真一郎先生をお招きし、ISO １４００１に基づく養

環境内部監査について

環境内部監査員養成講習会の様子
（ ９ ．３０～１０． １ ）

感謝状贈呈式の様子
（ ３ ．１７）

合格証授与式の様子
（１１．２７）

学生環境内部監査員募集ポスター
【　主　　催　】　富山大学環境安全推進センター　
【お問い合わせ】　TEL: 076‐445‐6603　MAIL: ensahe@adm.u-toyama.ac.jp

富大の環境と安全のチェック役

環境内部監査員環境内部監査員
富山大学では ISO14000 シリーズに基づく環境マネジメントシステムを採用しています。

大募集!!大募集!!

※本学学生で両日とも参加できる方に限ります。※本学学生で両日とも参加できる方に限ります。
※初日オンライン参加可能です※初日オンライン参加可能です

10:00 ～ 15:30 （時間には若干の変動があります。）10:00 ～ 15:30 （時間には若干の変動があります。）
五福キャンパス　災害対策プラザ五福キャンパス　災害対策プラザ

環境内部監査員養成講習会環境内部監査員養成講習会
10.110.19.309.30（月） （火）開催 !!開催 !!

場 所 9.139.13申込〆切 （金）

参加無料 !!

就活に活かせる

大学職員の仕事が知れる

成講座を受講しました。受講者全員が修了試験に合格し環境内部監査員の資
格が付与されました。１１月末に環境管理責任者である環境安全推進センター
長より環境内部監査員として任命され、監査を行いました。環境内部監査に
関する年間スケジュールは次のとおりです。

令和 ６ 年度環境内部監査に関する年間スケジュール
９ 月　環境内部監査員養成講習会（９．３０～１０． １ ）
１１月　環境内部監査員合格証授与式及び説明会（１１．２７）
１ 月　環境内部監査の実施（１． ９ ～２．２８）
３ 月　学生環境内部監査員感謝状贈呈式及び懇談会（３．１７）



富
山
大
学
に
つ
い
て

環
境
報
告
書
の

信
頼
性
向
上
に
向
け
て

環
境
方
針
１

環
境
方
針
２

環
境
方
針
３

環
境
方
針
４

Environmental Management Report 2025 31

環境内部監査の実施状況・結果について

　令和 ７ 年 １ 月～ ２ 月に環境マネジメントシステム（EMS）の運用状況について環境内部監査を実施し

ました。監査は、昨年度と同様に監査チームが現地で行う監査（１６部局等）と事務局が書類及びメールで

確認を行う監査（１５部局等）の ２ つの方法を併用しました。今回の監査には、教職員２０名、学生 ４ 名の合

計２４名が参加し、現地で行う監査は、 １ チーム ２ 名の構成で、１６チーム（ １ 名は重複し担当）を編成し、

それぞれの担当部局の監査を行いました。監査チームにおいては、環境内部監査員養成講習会で習得した

基礎知識と技能を用いて監査を実施し、各部局の環境安全推進員及び関係者の協力により、円滑で効果的

な監査を行うことができました。

　また、監査終了後に提出頂いた体験文では、環境内部監査や環境配慮活動に対する率直で前向きな意見

が寄せられました。

環境内部監査員体験感想文

　環境内部監査に参加して、部局ごとが環境方針をもとに作成している環境配慮活動計画があ
ることを知り、実際にどんな活動をしているのかを学ぶことができました。自分の知らないと
ころでこのような活動が行われていることで環境対策が進んでいること、また環境配慮活動を
進めるために様々な工夫が施されていることに驚きました。
　この環境内部監査を通して、富山大学が環境のために様々な方針を作成して部局ごとでは周
知されていたがこの内容を学生までにも周知させてさらに環境対策を進めていく必要があると
感じました。� （工学部 ３ 年　学生）

　今回初めて環境内部監査員養成講座を受講し、本学の内部監査方針や実施内容を把握すると
ともに、改めて地球上の環境問題の概観を知ることができた。以前からニュース等で取りざた
されている地球温暖化やカーボンニュートラルへの取り組みに関する現状を知り、地球上の人
類一人ひとりが環境問題と向き合っていく必要があると感じ、その中の １ つの取り組みとして
本学の環境配慮活動があると認識した。
　本学では部局ごとに環境配慮活動計画を立てており年度単位で実行している。私が監査した
部局においては計画通りに活動を行っており、部局全体として環境配慮活動への意識が定着し
ているように見受けられた。この意識定着が環境問題を考える上で非常に大切であり、本学の
構成員全員が環境問題を意識することが重要だと考えられるため、今後も本活動を継続して実
施していく必要があると感じた。� （財務企画課　教職員）

　職員に加え、学生が監査員となって各部署の監査を行うということは、大学の環境保全に非
常に有効であると感じた。私は工学部の学生と監査を行ったが、チェック表を作る際に、学生
ならではの意見を出してくれたし、何より高い意識をもって積極的に行ってくれた。このよう
に学生も大学を構成する一員である自覚をもって行ってくれたため、職員も高い意識をもって
行うことができたと思う。� （学生支援課　教職員）
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　令和 ６ 年 ５ 月 ９ 日、年長組がサツマイモの苗を植えに
農場に行きました。
　農場の方の話をしっかりと聞き、丁寧に植えました。
　「幼稚園のみんなの分のサツマイモを植えるぞ！」「大
きくておいしいサツマイモが育つといいな」と、やる気
いっぱいの様子でした。
　１０月の収穫を楽しみにしていました。
� （附属幼稚園 HP より）

　令和 ６ 年 ５ 月２９日、 ４ 年生が、特別支援学校の子供た
ちとサツマイモの苗を植えたり、畑の看板を作ったりし
ました。
　学校は近くにありますが、実際に関わるのは初めてで
す。最初は緊張していましたが、だんだんと会話を楽し
みながら活動することができました。
　いろいろな校園が集まっているのも、附属の特徴です。
小学校以外の学園の友達とも仲良くなっていきたいと思
います。� （附属小学校 HP より）

附属幼稚園　サツマイモ苗植え

附属小学校　 ４ 年生
特別支援学校の友達とサツマイモの苗植え

学内外の環境配慮活動

　令和 ６ 年１０月１０日、大学の自然実習センターにてサツ
マイモ掘りを行いました。
　まずは、年長児がつる運びをしました。園のみんなが掘
りやすいようにたくさんのつるを一生懸命に運びました。
　学年ごとに農場の増山さん話からいもほりのコツを聞
きました。子供たちは、教えてもらったように、サツマ
イモを傷つけないように気を付けて優しく掘りました。
　自分の顔よりも大きなサツマイモや、たくさんつなが

附属幼稚園　サツマイモ掘り

っているサツマイモが出てきて、大喜びでした。「仲良しおいもだ！」「こんなに大きいよ！」と見
せ合いっこをしていました。サツマイモ掘りの後に年長組は、サツマイモのつるや葉っぱ、木の実
など秋の自然で遊び、存分に楽しみました。� （附属幼稚園 HP より）
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　令和 ６ 年 ６ 月 ４ 日、 ４ 年 ２ 組の子供たちが、流杉浄水
場に見学に出かけました。
　職員の方から、美味しい水道水ができるまでの説明を
受けた後、実際に浄水場を見て回ったり、作り立ての水
を飲んだりしました。
　職員の方から子供たちへのメッセージで、「美味しい
水を作るには、浄水場の働きも大切だが、富山の自然環
境を守ることも大切。みんなも自然を大切にしていって

　令和 ６ 年１２月 ５ 日、NUMO（原子力発電環境整備機構）
の方に来ていただき、出前授業をしていただきました。
　エネルギーと環境等について考える上で、様々な見方
や考え方ができるようにと、今回は廃棄物処理の現状等
についてお話をいただきました。
　今後の社会科授業の中での討論の中で、今日のお話も
生かされていきます。� （附属中学校 HP より）

附属小学校　 ４ 年生　社会科見学「流杉浄水場」

附属中学校　 ２ 年 ３ 組　社会

ください。」とお話しされたことが印象的でした。
　子供たち一人一人が、富山の美味しい水道水を守るために、自分にできることを考えるきっかけ
になったと思います。� （附属小学校 HP より）
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学生の環境活動について

富山大学生協学生委員会　社会チーム

富山大学ボランティアサークル　MEETS

　海岸クリーン作戦は、毎年、富山県生活協同組合連合会が主催しており、持続可能な開発目標
（通称：SDGs）のゴール１４「海の豊かさを守ろう」を念頭に、富山県内の海岸のごみを拾う環境
活動です。令和 ６ 年で３０回という節目を迎えました。この活動の理念に共感したうえで、学生委員
会も環境問題や社会的課題に目を向ける一環として、委員会内で参加者を募集し、毎年多くの学生
が参加しています。令和 ６ 年度は ６ 月１６日に開催され、富山市の岩瀬浜海岸にて、学生委員会から
４５名の学生が活動に参加しました。岩瀬浜海岸は、一見するとごみや漂着物があまりないように見
えますが、海岸沿いを歩きながら近くで見ると、非常に多くのごみや漂着物がありました。当日は
厳しい暑さの中でしたが、参加した学生全員が一生懸命取り組み、最終的には海岸を綺麗にするこ
とができました。今回の活動を通して、実際に海岸のごみを目にすることで、環境を守る意識を高
めるだけではなく、社会的課題が山積した現実を知る機会になったと思います。
　今後も学生委員会は、学生に対して環境問題や環境活動に関心と理解を得られるよう、真摯に取
り組んでまいります。

　令和 ６ 年度の MEETS では、能登地震支援活動に参加しました。
　主な活動内容はボランティア団体の方と共に炊き出し支援です。 ４ 月２７日に輪島市門前町で行っ
た炊き出し支援では、ボランティア団体の方と共に約１００食分の親子丼とみそ汁、ゴボウの酢漬け
を作り、配布を行いました。現地で１００食分の食事を作るのは大変でしたが、被災者の方々が嬉し
そうに受け取る様子を見てとてもやりがいを感じました。また、実際に被災地を訪れたことで地震
による環境の変化を実感しました。倒壊したままの住宅や隆起した道路。海は地面が隆起し、海底
が見える状態になっていました。この活動は私たちが環境のために何ができるのか考えるきっかけ
になりました。今後は環境への意識をさらに高め、ほかの活動にも活かしていきたいです。

代表　進藤　皇雅

代表　伊藤　駿
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杉谷キャンパスボランティア同好会

G・L・S（子ども自然体験クラブ）

　杉谷キャンパスボランティア同好会は、令和 ６ 年 ８ 月 ５ 日に ３ 人で杉谷キャンパス構内の清掃活
動を行いました。令和 ６ 年度は特に、普段は手が行き届きにくいところを重点的に、枯葉やごみの
回収、通路の清掃を実施しました。部員がだんだんと卒業し、清掃活動に参加する人数も減ってき
ましたが、少人数でも可能な範囲で活動を続けています。杉谷キャンパスは多くの自然に囲まれて
おり、冬は特に落ち葉が多く、掃除しがいがあります。令和 ６ 年度も清掃活動を通して、さらに部
員間の交流を深めることができました。
　最近は、別の活動を通して他大学の方々と交流する機会があり、どのような活動を行っているの
か意見交換を行いました。今まで知らなかった多様な活動に触れることができ、とても良い刺激と
なりました。部員全員が最高学年となり、杉谷キャンパスのボランティア同好会としての活動は令
和 ７ 年度が最後となります。これまで活動を支えてくださった先生方や学内外で関わってくださっ
たすべての方々への感謝を忘れず、最後まで精一杯活動を続けてまいります。また、今後この経験
を活かし、部員それぞれが社会に貢献できるよう努めてまいります。

　G・L・S では、「子どもたちがありのままの自分でいられる場所」を目指して、海や山、川、そ
して雪に覆われた冬の森など、四季折々の自然の中でさまざまな体験活動を行っています。私たち
リーダーは、子どもたち一人ひとりの気持ちや個性を大切にし、「できた！」「やってみたい！」と
いう気持ちが自然に育まれるよう、五感を使った体験や自由な遊びを通して関わっています。
　令和 ６ 年度は、４７名の大学生が活動に参加し、毎週末に自然体験活動を、長期休暇にはキャンプ
やスキースクールなどを実施しました。
　活動を通して子どもたちは、ただ自然を楽しむだけでなく、「自然に対する敬意」や「環境と調
和して生きる感覚」を肌で感じ取っていきます。例えば、川遊びや沢登りでは、足元の小さな生き
物や水の流れから自然の循環を学び、森の中での探検では、落ち葉一枚にも命があることに気づい
ていきます。私たちも、そうした子どもたちの純粋な眼差しに触れるたびに、「人と自然が共に生
きる」というテーマの大切さを再認識しています。
　今後も、子どもたちと共に学び合いながら、自然との関わりの中で持続可能な未来につながる小
さな一歩を積み重ねていきたいと思います。

代表　清水　紗弥

代表　奥山　颯太
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五福キャンパス 杉谷キャンパス 高岡キャンパス

実施月・日 ７ 月 １１月 ７ 月 ４ ／１１ ６ ／ ６ ７ ／１０ ７ ／１８ ９ ／１９

教職員参加人数 ２６９ ２４７ ８４ １５ １２ ６０ １９ １３

学生参加人数 １００ ７５ ３ － － ６４ － －

キャンパスの清掃活動について
　本学では、五福キャンパス、杉谷キャンパス、高岡キャンパスにおいて、構内の清掃活動を行っていま

す。学生、教職員が参加することで、環境美化意識の高揚を図り、教育研究の場にふさわしい環境を維持

しています。

五福キャンパス　令和 ６ 年１１月１３日

高岡キャンパス　令和 ６ 年 ９ 月１９日

杉谷キャンパス　令和 ６ 年 ７ 月２２日
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富山大学の SDGs に関する活動
「持続可能な開発目標（SDGs）に対する富山大学の取組についてはこちら

公開講座

テ　ー　マ 対象となる SDGs 目標 開　催　日 備　考

知財検定 ３ 級合格講座 令和 ６ 年 ７ 月２０日～
令和 ６ 年 ７ 月２７日

和漢医薬学を学ぶ 令和 ６ 年１０月 ５ 日～
令和 ６ 年１１月１６日

富山の自然と地球システム科学
：海洋から大地まで

令和 ６ 年 ４ 月１７日～
令和 ６ 年 ６ 月１２日

富山の自然と地球システム科学
：立山から宇宙まで

令和 ６ 年１０月 ９ 日～
令和 ６ 年１１月２７日

大学的富山ガイド：
富山市内をフィールドワーク

令和 ６ 年１０月 ２ 日～
令和 ６ 年１０月２６日

スポーツによるまちづくり
～スポーツ SDGs の可能性

令和 ６ 年１０月 ６ 日～
令和 ６ 年１２月 ８ 日

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/overview/sdgs/
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ノーベル化学賞受賞者　田中耕一特任教授による特別授業（講義）

日時：令和 ６ 年１０月２３日（水）

場所：富山大学杉谷キャンパス　日医工オーディトリアム（対面）

　令和 ６ 年１０月２３日（水）に、平成１４年にノーベル化学賞を受賞された田中耕一氏（株式会社島津製作所

エグゼクティブ ‧ リサーチフェロー／富山県出身）による特別授業を杉谷キャンパス日医工オーディトリ

アムにおいて開催し、薬学部生や薬学系大学院生ら約２００人が参加しました。

　同氏は富山県の協力のもと、平成３０年 ４ 月に富山大学及び富山県立大学の「特任教授」に就任され、両

大学において年に １ 回特別授業を行っており、今回が ７ 回目となります。

　今回の特別授業は「質量分析　その基礎と応用」と題して、質量分析（MS）についてその基本から医

療、化学、工学分野への応用について説明され、MS が質量顕微鏡、　微生物同定、薬物分析、新生児代

謝異常診断など様々に活用されていることを紹介されました。

　また、同氏が開発に携わったレーザーイオン化質量分析計が令和 ６ 年 ５ 月、世界最大の電気 ‧ 情報工学

分野の学会、米国電気電子学会（IEEE）の「IEEE Milestone」に認定されたことについても紹介されま

した。　

　出席した学生からは「失敗は決して悪いことではなくそこから何かを学ぼうとする姿勢が大切」、「他分

野と多く交流することでより新たなことが生まれる、技術革新が起こるかもしれない」等の感想があり、

今後に活かされることが期待されます。

【該当となる SDGs 項目】

田中　耕一氏
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ダイバーシティ・シンポジウム

日時：令和 ７ 年 １ 月１５日（水）

場所：富山大学　五福キャンパス　共通教育棟　C ２２教室（対面）

　令和 ７ 年 １ 月１５日（水）に、本学ダイバーシティ推進センターが主催となり「ダイバーシティ・シンポ

ジウム」が開催されました。ダイバーシティ・シンポジウムは多様性を尊重し、それぞれが能力を発揮し

て活躍できる環境づくりを目的として毎年開催されており、学生や教職員、一般を含む約２００名の参加が

ありました。

　シンポジウムの講師、ピアニストの西川悟平さんは、脳神経の病気「ジストニア」を患った影響で、左

手は動かせる指が人差し指と親指に限られ、右手と合わせて ７ 本の指で演奏活動を続けています。公演で

は、病気で指が動かせなくなったころ、うまく弾くという考え方からひとつの音にどれだけの魂や愛を込

められるかを意識するように発想の転換をし、自分の色を見つけたこと、そして自分の色を大切にするこ

とで世界に活動を広げられるようになったと話しました。また、自分の夢を明確にイメージし言葉に出し

続け、２０２１年の東京パラリンピック閉会式でグランドフィナーレの演奏という夢が叶ったことを話し、諦

めないことの大切さを伝えました。

　質疑応答では、西川さんのお話を聞いて勇気をもらった学生たちが、続々と手を挙げて自分の「夢宣

言」を行い、「ピアノが弾けるようになりたい」と宣言した学生と西川さんが連弾をする場面もありまし

た。一人一人が自分らしさを大切に、そして人の自分らしさを尊重する、ウェルビーイングに溢れた社会

を創るための有意義な時間となりました。

【該当となる SDGs 項目】

西川　悟平氏
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ダイバーシティ・Meets GEIBUN ×三井アウトレットパーク北陸小矢部　共同企画
「循環するクリスマスツリープロジェクト２０２４」

開催日：令和 ６ 年１２月 １ 日～令和 ６ 年１２月２５日

会　場：三井アウトレットパーク北陸小矢部　 １ 階　Gap Outlet 前　特設会場

　三井アウトレットパーク北陸小矢部で「循環するクリスマスツリープロジェクト２０２４」を開催しました。

このプロジェクトは、富山県氷見市で伐採した本物の木を使用した高さ ７ m の巨大なクリスマスツリー

を館内に運び入れて、紙のオーナメントに「欲しいものや願い事」を書いてツリーに吊るすワークショッ

プです。ツリーは役目を終えた後、本学や地元企業により「積み木」として再加工され、次の年に再びア

ウトレットに戻ってくるという、持続可能な循環型の取り組みです。

　今回は、前回に比べ１．５倍の多くの参加者がアートと環境を融合させた体験を楽しみました。１２月は

１，４６８名の参加があり、所狭しとオーナメントが飾りつけられました。

　参加者からは「本物の木と触れ合ういい機会だった」「循環について考えた・感じた」「木材、自然の大

切さを、子どもたちに教えられるいい取り組みだった」という声が聞かれました。循環を体感できるこの

取り組みは SDGs の理念を身近に感じられる貴重な機会となりました。

　本企画は、三井不動産と富山大学の連携協力協定に基づく共同研究の一環として実施されています。ア

ウトレット内のアート＆デザイン　コミュニティスペース「Meets GEIBUN」は令和 ３ 年にオープンし

て以来、学生作品の展示やワークショップを通じて、商業施設を地域文化の発信拠点へと進化させていま

す。三井不動産と富山大学との連携により、まちづくりや人材育成、社学共創事業など多方面で協働し、

持続可能な社会の実現に向けた取り組みを続けています。

【該当となる SDGs 項目】
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【該当となる SDGs 項目】

学生地域リーダー塾

日時：令和 ６ 年 ９ 月２２日（日）　１０：００～２０：３０／ ９ 月２３日（月・祝）　 ８ ：３０～１６：３０

場所：氷見市芸術文化館、速川公民館　ほか

　令和 ６ 年 ９ 月２２日～２３日に、「大学コンソーシアム富山＊」の活動の一環として、令和 ６ 年度「学生地
域リーダー塾」が開催されました。本取組は、参加学生が地域の魅力や地域の課題等について学び、その
課題をともに考えることを通して、地域貢献の意識を育むとともに、リーダーシップ力・コミュニケーシ
ョン力・課題解決力を高めること及び各高等教育機関の枠を越えた研修により、参加学生間の交流・連携
を深め、ひいては相互の主体的な活動による大学等間の連携の推進を目指すことを目的として、毎年開催
されているものです。
　令和 ６ 年度は氷見市をフィールドに「SDGs で考える氷見の魅力・課題～人と／地域と／自分とつなが
る ２ 日間～」というテーマで、県内の大学・専門学校・自治体職員等計４２名（うち本学学生・教職員 ９
名）が参加しました。本研修は ２ 日間で ７ つのステップに分かれており、 １ 日目は STEP １ で氷見市の概
要を学んだ後、STEP ２ で「起業／エシカル商品／海ごみ削減」、「持続可能な農業（自然農法）」、「新たな
価値／アップサイクル（廃棄される魚の皮の利用）」、「森の豊かさ（林業・木材利用）」、「現地高校生と地
域課題解決を図る（氷見高校 HIMI 学）」という ５ つのテーマに分かれてフィールドワークを行いました。
また、 ２ 日目は STEP ４ で １ 日目の振り返りを行い自分たちのテーマについて考えた後、STEP ５ で ２ 回
目のフィールドワークを行い、STEP ７ ではグループで話し合った内容の発表会を行いました。
　参加者からは「森林環境について考えるきっかけとなった。」、「海のごみを拾い続けることに意味があ
ると感じた。」、「人とのご縁の大切さを感じた。」といった声が寄せられました。
　本学では今後も「大学コンソーシアム富山」の活動に参画し、富山県内の大学等間の連携推進に貢献し
て参ります。

＊高等教育機関が教育研究等の連携を推進し、地域社会とのつながりや結びつきを深め、教育研究のさら
なる向上への寄与、高等教育機関の知的資源を有効に活用して、地域社会への貢献を図るもの。

令和 ６ 年度
実施報告はこちら

https://www.consortium-toyama.jp/wp/wp-content/uploads/2024/11/gtreader_report2024.pdf
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環境方針 ４
グリーン購入、エネルギー投入・排出等に関すること

投入量（INPUT） 排出（OUTPUT）

エネルギー 温室効果ガス（CO₂換算）

廃棄物

コピー用紙購入量

水資源

資　材

コピー用紙購入量

水資源

・電力	 ４，０２４万 kWh

・太陽光発電	 ８．０万 kWh

・重油	 ０．０kL

・灯油	 １，００７．７kL

・都市ガス	 １，６０２．２㎦

・LP ガス	 ０．４９３㎦

・コピー用紙	 ９１．４t

・その他雑誌等	 －

２５．８３３t

・一般廃棄物（古紙以外）� ６８８．０t

・産業廃棄物� ４９５．４６t

・特別管理産業廃棄物� ２８１．３t

使用済みコピー用紙

新聞紙、雑誌

カタログ等� １８７．５t

・排水量（下水）� ２６．６万 t

・排水量（河川）� １２．６万 t

・実験・医療器具、医薬品等

・水資源� ３６．８３万 t

環境負荷物質排出状況
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グリーン調達
　平成１２年 ５ 月に制定された「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」

に基づき、富山大学では「国立大学法人富山大学における環境物品等の調達の推進を図るための方針」を

定めて公表し、環境への負荷が少ない物品の調達に努めています。

　令和 ６ 年度のグリーン購入実績は下表のとおりです。環境物品の調達目標を１００％として取り組んだ結

果、特定調達物品の調達率は平均で９９．７％となり、１００％に近い結果となりました。

　令和 ６ 年度はどの区分においても安定して高い調達率となりました。特に、「制服・作業服」の調達率

が大きく改善し、８７．１％（令和 ５ 年度）から１００％（令和 ６ 年度）となりました。今後も全体として高い

調達率を維持するためには、環境物品の購入についての周知を継続するだけでなく、対象となる商品の購

入を奨励するなど、購入者に向けて情報提供を行う必要があります。

　本学では、今後も教育研究上の事情を考慮した上で、環境に配慮した原材料・部品・製品等の調達を推

進するとともに、関連情報の提供を行い、全品目の環境物品調達率１００％を目指します。

区　　分 単位 総調達量 特定調達物品等
の調達量　　　

特定調達物品の
調達率（％）　　

紙類 kg １３７，１０２ １３７，１０２ １００．０

文具類 点 ２６３，３８６ ２６１，７１２ ９９．４

オフィス家具等 点 １，５０３ １，４８７ ９８．９

OA 機器 台 １７，８０１ １７，４３０ ９７．９

移動電話 台 ６ ６ １００．０

家電製品 台 ８５ ８５ １００．０

エアコンディショナー等 台 １４ １４ １００．０

温水器等 台 １ １ １００．０

照明 個 ２８３ ２７３ ９６．５

自動車等 台 １ １ １００．０

自動車等（タイヤ） 本 ２８ ２８ １００．０

自動車等（エンジン油） ℓ ０ ０ －

消火器 本 ２０７ ２０７ １００．０

制服・作業服 着 ２８２ ２８２ １００．０

インテリア・寝装寝具 点 ９１ ９１ １００．０

作業手袋 組 １，２０５ １，２０５ １００．０

その他繊維製品 枚 １５２ １５２ １００．０

設備 点 ８６ ８６ １００．０

防災備蓄用品 点 ２５，０９０ ２５，０９０ １００．０

公共工事 件 １０ １０ １００．０

役務 件 １９，３９７ １９，３９７ １００．０

ごみ袋等 枚 ４６７，２７８ ４６７，２５８ ９９．９９６

平均調達率 ９９．７

84.6 
94.7 99.1
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環境方針 ４　グリーン購入、エネルギー投入・排出等に関すること

物品リサイクル掲示板の運用
　本学では、教職員の異動、実験室、研究室、事務室のレイアウト変更の際に、不要になった実験機器や

事務用品など様々な物品が排出されます。それらの物品※の中には、そのまま使用できるものや、少し修

理をすれば使用できるものが含まれていることがあります。「物品リサイクル掲示板」システムではその

ような物品を廃棄する前に、物品リサイクル掲示板に登録し、引き取り希望者を募集します。キャンパス

を越え、全学的に引き取り希望者を募集しますので、多くの引き取り希望者が集まります。

　「物品リサイクル掲示板」システムを利用することで、以前はゴミとして廃棄されていたものでも、新

たな所有者の下で再度活用されることになり、資源の再利用に貢献することができます。引き取り希望者

についても無料で必要とする物品等を手に入れることが出来るため、出品者、引き取り希望者の双方にと

って非常に有益なシステムです。

　令和 ６ 年度は出品件数４１１件のうち２６９件（約６５．５％）について交渉が成立しており、令和 ５ 年度と比較

すると、出品件数、交渉成立件数はほぼ同数となっています。令和元年度と比較すると、出品件数が約１．

９倍増加していることから、「物品リサイクル掲示板」がより多くの教職員に認知されるようになったと考

えられます。

　今後、交渉成立割合を増加させるためには、「物品を必要とする際は購入する前にまず「物品リサイク

ル掲示板」を確認する」という意識を浸透させることが重要となります。

　本学では今後も Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再利用）の活動に引き続き取り組み、

３ R の活動を推進して参ります。

※物品：資産・少額資産・消耗品のいずれかのうち再利用できるもの

「物品リサイクル掲示板」システムにおける出品件数と交渉成立件数の推移

物品リサイクル掲示板運用について

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
出品件数 138 212 222 332 321 412 411
交渉成⽴件数 92 132 137 201 110 269 269
交渉成⽴割合 67 62 62 61 34 65 65

出品件数 交渉成⽴件数 交渉成⽴割合
H30 138 92 66.7
R1 212 132 62.3
R2 222 137 61.7
R3 332 201 60.5
R4 321 110 34.3
R5 412 269 65.3
R6 411 269 65.5
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コピー用紙調達量

エネルギー使用量

　令和 ６ 年度の本学のコピー用紙調達量は９１．４t で

あり、令和 ５ 年度と比較すると約１６．３％減少しまし

た。減少の理由としては、デジタル化のさらなる推

進があったためと考えられます。授業では Moodle

（e-Learning システム）を利用し資料を電子配布し

たり、会議ではタブレット端末を使用し、電子化さ

れた資料を確認する機会が増えたりしました。また、

電子決裁の利用が促進され、紙を使用する場面が減

電力使用量

　令和 ６ 年度の電力使用量は、前年度比で０．２２％の

増加となっております。富山県の ２ 月度の平均気温

が前年度より ２ ℃も低く、暖房による電気量が増加

したためと考えられます。令和 ７ 年 ２ 月度の電気使

用量は、前年度比で４．１％増加しています。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 前前年年度度比比
（t） 122 135 152 140.47 145.58 152.89 148.83 137.68 137.72 116.46 121.80 115.11 109.15 91.38 7799..3388%%

91378.245

R1　 経理課へH30年度のコピー用紙調達量を尋ねたところ、126.67tとの回答があった。

R2　 経理課へR1年度のコピー用紙調達量を尋ねたところ、145.34tとの回答があった。

H30年度の調達量とで大きな差があったため、事情を確認したところ、

経理課側でH30年度に行政へ申告する際、実際の調達量よりも少なく申告をしてしまった（途中経過の段階で？）ため

R1年度には多めに調整することで帳尻をあわせたとのことであった。

（H30年度に申告した調達量＜H30年度の実際の調達量，H30年度とR1年度に申告した調達量の合計＝H30年度とR1の実際の調達量）

経理課より購入内訳のデータを取り寄せ、狹山係長にて実際の調達量を計算し、H30年度は137.68ｔ、R1年度は137.72tであることが判明した。

R1年度の環境報告書へは経理課から聴取した、145.34tと記載をした。

R3　 財務企画課財務企画チーム・河﨑さんへR2年度のコピー用紙調達量を尋ねたところ、116.46tとの回答があった。

ダブルチェックのため購入内訳のデータを依頼したところ、財務部経理課契約チーム・堤さんより五福キャンパスのデータを受領。

五福キャンパスの申告調達量は45,666kgと確認。

↑

五福キャンパスにおける実際の購入内訳から「PPC用紙」「コピー用紙」「用紙」などの文言が件名に含まれる項目を抽出し

　　　A3　0.0087318kg/枚
　　　A4　0.0043659kg/枚
　　　B4　0.00654836kg/枚
　　　B5　0.00327418kg/枚
として計算をおこなったところ、総重量44,491kgとなり、申告調達量との間に約1,176kgの誤差が生じた。

↑
 菅澤参事へ報告した結果、経理課から行政への申告調達量と環境安全チーム検算の調達量に誤差が生じるのは一定やむを得ないと判断。
理由としては、
　　　①　こちらではサイズや件名で判断しきれないものが散見されるが、経理課では取りこぼしなく調達量を計算していると考えられるため
　　　②　科研費で個別に注文を行っている分も別途あるため
よって、おおむね一致し、経理課から行政へ申告したR2年度調達量は信憑性のある数値であるとの結論に至った。

・　最初にデータを取り付けする際には、財務企画課財務企画チーム・河﨑さんかその後任者へ依頼する。
　　（R2は谷本さんが担当だったものの、R3では産休・育休で休職中だったため河﨑さんへ依頼した）
・　もし河﨑さんから受領したデータでは足りず、検算するためのデータが必要であれば財務部経理課契約チーム・堤さんへ依頼する。

HH3300,,  RR11がが修修正正ととななっったた経経緯緯　　【【22002211..77..1122　　中中山山記記入入】】

引引継継ぎぎ　　　　　　　　【【22002211..77..1122　　中中山山記記入入】】

Y:\anzen$\00　共有データ\06  広報関係・学外者意見関係\01  環境報告書★\環境報告書２０２１原稿\No.43　●グリーン購入・コピー用紙\No.43-2　コピー用紙\資料\コピーグリーンアシスト君改＿五福4.1～3.31.xlsx

Y:\anzen$\00　共有データ\06  広報関係・学外者意見関係\01  環境報告書★\環境報告書２０２１原稿\No.43　●グリーン購入・コピー用紙\No.43-2　コピー用紙\資料\【五福キャンパス】02_①令和２年度調達実績集計表（物品・役務）20200601修正版.xls
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ってきていると考えられます。

　また、各部局で実施している環境配慮活動において、紙資源の使用の削減に努めることを目標とし、

「連絡事項等は電子掲示板、電子メールの活用等によるペーパーレスを実施する。」、「講義資料・会議資料

はできるだけ簡潔にし、両面印刷で作成する。」、「紙資源の使用削減について、周知徹底に努める。」等を

積極的に取り組んだことにより、結果として全体の大幅な削減につながったものと考えられます。

　また、令和 ６ 年度のコピー用紙の特定調達物品の調達率は、前年度に引き続きほぼ１００％でした。

　本学では、環境安全推進員、環境内部監査、啓発ポスターなどを通して、紙の使用量削減に対する意識

を高めています。両面印刷や裏紙の利用、電子媒体の利用の呼びかけを行い、今後も引き続き紙の有効活

用及び電子媒体の利用に努めて参ります。

万kWh
R2 R3 R4 R5 R6

五福 1135 1203 1181 1166 1166
杉谷 2799 2864 2765 2742 2745
高岡 102 103 99 107 113
電力 4,036 4,170 4,045 4,015 4,024
全学
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灯油・都市ガス使用量

　令和 ６ 年度における灯油使用量は、杉谷キャンパスが全体の９８．９％を占めています。

　都市ガスの使用量においても、杉谷キャパスが全体の８２．６％を占めています。杉谷キャンパスでは、燃

料単価の変動を見極めながら使用燃料の調整を行う燃料のベストミックスを行っております。その結果、

令和 ６ 年度は、灯油の使用量が増加し、都市ガスが減少しています。

重油使用量

　令和 ３ 年度より全キャンパスの重油ボイラーは廃

止となりました。なお、重油は、杉谷キャンパスに

おいて、毎月 １ 回、非常用発電機の点検及びアイド

リングのため少量ですが使用されています。

LP ガス使用量

　LP ガスは高岡キャンパスのみの使用となってい

ます。令和 ６ 年度は、前年度比で２５．４％の減少とな

りました。

水資源使用量

　令和 ６ 年度は、前年度比で全水資源の使用量が

４．４％の増加となっています。冬季における融雪装

置の稼働回数が多かったため、水の使用量が多かっ

たと考えられます。融雪水に杉谷キャンパスは上水、

その他キャンパスは地下水を利用しています。
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R2 R3 R4 R5 R6
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杉谷 980.4 1239.8 857.73 1289.2 1063.5
都市ガス 1,489 1,782 1,362 1,802 1,602
全学
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全学

年度 R2 R3 R4 R5 R6
LPG 0.529 0.422 0.509 0.661 0.493
高岡のみ

8 8.9 8.7 6.5 7.9

1147.7

622

887.6
676.8

997.9

1

2.2

1.5

1.3

1.9

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

R2 R3 R4 R5 R6

灯油
五福 杉谷 高岡

508.4 541.3 502.2 513 538.7

980.4
1239.8

857.73

1289.2
1063.5

0

500

1000

1500

2000

R2 R3 R4 R5 R6

都市ガス
五福 杉谷（kｍ３）

（年度）

（kL）

（年度）

108.8

0.5 0.0 0.0 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

R2 R3 R4 R5 R6

重油
（kL）

（年度）

0.529

0.422

0.509

0.661

0.493

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

R2 R3 R4 R5 R6

LPガス（kｍ３）

（年度）

ｋｍ３

R2 R3 R4 R5 R6
五福 508.4 541.3 502.2 513 538.7
杉谷 980.4 1239.8 857.73 1289.2 1063.5
都市ガス 1,489 1,782 1,362 1,802 1,602
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

五福 8 8.9 8.7 6.5 7.9
杉谷 1147.7 622 887.6 676.8 997.9
高岡 1 2.2 1.5 1.3 1.9
灯油 1,156 633 899 694 1,007
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

重油 108.8 0.5 0.0 0.0 0.0
全学

年度 R2 R3 R4 R5 R6
LPG 0.529 0.422 0.509 0.661 0.493
高岡のみ

8 8.9 8.7 6.5 7.9

1147.7

622

887.6
676.8

997.9

1

2.2

1.5

1.3

1.9

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

R2 R3 R4 R5 R6

灯油
五福 杉谷 高岡

508.4 541.3 502.2 513 538.7

980.4
1239.8

857.73

1289.2
1063.5

0

500

1000

1500

2000

R2 R3 R4 R5 R6

都市ガス
五福 杉谷（kｍ３）

（年度）

（kL）

（年度）

108.8

0.5 0.0 0.0 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

R2 R3 R4 R5 R6

重油（kL）

（年度）

0.529

0.422

0.509

0.661

0.493

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

R2 R3 R4 R5 R6

LPガス（kｍ３）

（年度）

水資源 R2 R3 R4 R5 R6
上水 31.92 30.65 26.73 26.48 27.24
地下水 5.05 5.14 6.87 6.04 6.85
工業用水 2.74 2.76 2.73 2.74 2.74
中水 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
計 39.72 38.55 36.33 35.26 36.83

31.92 30.65
26.73 26.48 27.24

5.05 5.14
6.87 6.04 6.85

2.74 2.76
2.73 2.74 2.74

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

R2 R3 R4 R5 R6

水資源 上水 地下水

39.7 38.5 36.3
35.2

36.8

(年度)

（万ｔ）

ｋｍ３

R2 R3 R4 R5 R6
五福 508.4 541.3 502.2 513 538.7
杉谷 980.4 1239.8 857.73 1289.2 1063.5
都市ガス 1,489 1,782 1,362 1,802 1,602
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

五福 8 8.9 8.7 6.5 7.9
杉谷 1147.7 622 887.6 676.8 997.9
高岡 1 2.2 1.5 1.3 1.9
灯油 1,156 633 899 694 1,007
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

重油 108.8 0.5 0.0 0.0 0.0
全学

年度 R2 R3 R4 R5 R6
LPG 0.529 0.422 0.509 0.661 0.493
高岡のみ

8 8.9 8.7 6.5 7.9

1147.7

622

887.6
676.8

997.9

1

2.2

1.5

1.3

1.9

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

R2 R3 R4 R5 R6

灯油
五福 杉谷 高岡

508.4 541.3 502.2 513 538.7

980.4
1239.8

857.73

1289.2
1063.5

0

500

1000

1500

2000

R2 R3 R4 R5 R6

都市ガス
五福 杉谷（kｍ３）

（年度）

（kL）

（年度）

108.8

0.5 0.0 0.0 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

R2 R3 R4 R5 R6

重油（kL）

（年度）

0.529

0.422

0.509

0.661

0.493

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

R2 R3 R4 R5 R6

LPガス（kｍ３）

（年度）

ｋｍ３

R2 R3 R4 R5 R6
五福 508.4 541.3 502.2 513 538.7
杉谷 980.4 1239.8 857.73 1289.2 1063.5
都市ガス 1,489 1,782 1,362 1,802 1,602
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

五福 8 8.9 8.7 6.5 7.9
杉谷 1147.7 622 887.6 676.8 997.9
高岡 1 2.2 1.5 1.3 1.9
灯油 1,156 633 899 694 1,007
全学

ｋL
R2 R3 R4 R5 R6

重油 108.8 0.5 0.0 0.0 0.0
全学

年度 R2 R3 R4 R5 R6
LPG 0.529 0.422 0.509 0.661 0.493
高岡のみ

8 8.9 8.7 6.5 7.9

1147.7

622

887.6
676.8

997.9

1

2.2

1.5

1.3

1.9

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

R2 R3 R4 R5 R6

灯油
五福 杉谷 高岡

508.4 541.3 502.2 513 538.7

980.4
1239.8

857.73

1289.2
1063.5

0

500

1000

1500

2000

R2 R3 R4 R5 R6

都市ガス
五福 杉谷（kｍ３）

（年度）

（kL）

（年度）

108.8

0.5 0.0 0.0 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

R2 R3 R4 R5 R6

重油
（kL）

（年度）

0.529

0.422

0.509

0.661

0.493

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

R2 R3 R4 R5 R6

LPガス（kｍ３）

（年度）



富
山
大
学
に
つ
い
て

環
境
報
告
書
の

信
頼
性
向
上
に
向
け
て

環
境
方
針
１

環
境
方
針
２

環
境
方
針
３

環
境
方
針
４

Environmental Management Report 2025 47

廃棄物発生量

事業系一般廃棄物

　学内で発生する生活系の廃棄物は事業系一般廃棄物

として処分されます。このうち紙くず、木くず、繊維

くず、生ごみなどは可燃ごみとして、缶、ビン、プラ

スチックなどは不燃ごみとして、古紙、空き缶（飲料

缶）、プラスチック（ペットボトル）は資源物として

取り扱われています。

　令和 ６ 年度の事業系一般廃棄物の総排出量は、８７５

トンで、前年度比で３．１％の増加となりました。主な

要因は、教員の退職・異動にともない可燃ごみが大量

に発生したことが要因です。

産業廃棄物

　令和 ６ 年度の産業廃棄物の発生量は４９５．８t であり、

前年度比で、２８２．４４t（１３２．４％）の増加となりました。

増加の原因は、杉谷キャンパスで排水処理施設の改修

工事を行い、貯留槽の汚泥２７６t を処理したためです。

　また、五福キャンパスにおいても事業系一般廃棄物

と同様に、退職者及び異動者から産業廃棄物が発生し

たため、２３t 増加しています。

　今後においても構成員の意識向上と ３ R の徹底を図

り、継続的に廃棄物の削減に努めていきます。

特別管理産業廃棄物

　令和 ６ 年度の特別管理産業廃棄物の発生量は２８１．３t

であり、前年度比で１．３t（０．４６％）減少しました。各

キャンパスにおいて発生量が減少しており、実験で発

生した廃液を適切に分類したために減少しました。

　引き続き、特別管理産業廃棄物の適正な処分を行う

とともに、廃棄物削減に努めていきます。

可可燃燃ごごみみ：：　　紙紙くくずず，，木木くくずず，，生生ごごみみ 一般廃棄物データ表（五福キャンパス古紙データの修正　2012年6月29日） H22～H25の期間の高岡キャンパスの不燃物データの修正が必要

不不燃燃ごごみみ：：　　缶缶，，ビビンン，，ププララススチチッックク 理由：高岡地区の不燃物量が産業廃棄物データとダブルカウントされていた。一般廃棄物から除外する。産廃にH22～H25で計上済み。

種種類類
五五福福キキャャンン
パパススHH1199

五五福福キキャャンン
パパススHH2200

五五福福キキャャンン
パパスス            HH22
１１

五五福福キキャャンン
パパススHH2222

五五福福キキャャンン
パパススHH2233

五五福福キキャャンン
パパススHH2244

五五福福キキャャンン
パパススHH2255

五五福福キキャャンン
パパススHH2266

五五福福キキャャンン
パパススHH2277

五五福福キキャャンン
パパススHH2288

五五福福キキャャンン
パパススHH2299

五五福福キキャャンン
パパススHH3300

五五福福キキャャンン
パパススRR11

五五福福キキャャンン
パパススRR２２

五五福福キキャャンン
パパススRR３３

五五福福キキャャンン
パパススRR４４

五五福福キキャャンン
パパススRR５５

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH1199

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2200

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH22１１

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2222

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2233

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2244

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2255

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2266

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2277

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2288

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH2299

杉杉谷谷キキャャンン
パパススHH3300

杉杉谷谷キキャャンン
パパススRR11

年年度度 五五福福 杉杉谷谷 高高岡岡 合合計計 不燃ごみ 22 22 10.8 10.385 11.344 11.326 1111..990044 2200..5555 1199..884411 2200..008822 1177..220055 1177..006666 1166..114422 1122..224499 1144..110066 1155..115500 1155..227700 66 76 74 75 103.000 98.000 103.000 120.000 103.000 96.000 95.000 92.000 93.000

HH3300 225533 556644..995544 1199..55 883377..4455

356 RR22 193.5264 618.578 14.10 882266..2200 可燃ごみ 121 117.4 114.2 126.554 131.477 136.637 113322..449944 110055..881155 112277..883366 112200..881199 112266..770077 112277..332266 111155..225566 8866..443344 8877..554488 8877..441100 8899..228800 430 430 430 458 436.000 315.000 326.000 329.000 332.000 323.000 336.000 356.000 417.000

RR33 152.5 643.107 16.97 881122..5555 古紙 112 87.8 89.2 84.208 101.92 102.379 110099..441177 8899..883311 110000..554411 9977..777766 9933..223399 110066..334433 110033..993311 9944..88443344 5500..881144 8888..996600 8800..555500 106 97 115 119 127.000 138.000 128.000 153.000 141.000 115.000 120.000 109.000 119.000

RR44 191.52 669.110 21.80 888822..4433 木くず 5.29 6.43 7.565 13.66 17.788 1111..886622 00..2222 99..660055 22..5577 88..330099 22..33 44..1144 3.5 11.1 34.5 18.249 33.152 30.600 28.970 26.421 10.748 4.071 7.909 0.596

RR55 185.10 651.270 12.80 884499..1177 紙くず 1.048 00..000022 0.045 0.089

RR66 211.34 652.450 11.70 887755..4499 繊維くず 00..22 0.023

255.0 232.5 220.6 228.7 258.4 269.2 226655..77 221166..44 225577..88 224411..22 224455..77 225533..00 223399..55 119933..5533 115522..4477 119911..5522 118855..1100 602.0 606.5 630.1 686.5 684.272 584.152 587.600 630.970 602.421 544.748 555.071 564.954 629.686

五五福福 五福地区事業場＋五艘地区事業場

杉杉谷谷 杉谷地区事業場＋附属病院事業場 注意１ 五五艘艘地地区区はは五五福福キキャャンンパパススにに含含めめてていいるる。。

高高岡岡 高岡地区事業場 注意２ ※※HH2255～～RR２２ままででのの五五福福デデーータタ修修正正（（人人文文，，人人発発をを追追加加補補正正））　　22002222年年55月月1100日日　　

富富山山市市へへのの事事業業系系一一般般廃廃棄棄物物減減量量計計画画ににはは、、人人文文とと人人発発かからら発発生生ししたた廃廃棄棄物物がが含含ままれれてていいななかかっったたたためめ。。　　対対象象ととななるる特特定定建建築築物物はは延延べべ面面積積がが８８００００００ｍｍ２２以以上上のの建建物物ででああるるたためめ

除除外外ししてていいたたここととがが判判明明ししたたたためめ。。

五五福福キキャャンンパパスス（（RR５５年年度度実実績績）） 22002222..55..1199入入力力中中

項目 五福地区 五艘地区 合計

不不燃燃ごごみみ 14.510 0.760 15.270

可可燃燃ごごみみ 70.7 18.580 89.280

古古紙紙 71.85 8.700 80.550

118855..11

注：五艘　厨芥類3.2トンは自家処理

RR44年年度度実実績績 未未入入力力

一般廃棄物へ移す
杉杉谷谷 五五福福 高高岡岡

木くず 1133..661166 00 00..22229922

紙くず － －

繊維くず －－ － －

計 1133..661166 00 00..22229922

五福　植物性残渣　　　　　をどう扱うか
生ごみの類として扱うことにする。

可燃ごみに分類する

※四捨五入 ※小数点以下

五福

杉谷

高岡

計

005500
11

系列4

系列2

（（

拡拡張張ﾒﾒﾀﾀﾌﾌｧｧｲｲ

（（注注意意！！））各キャンパスには連絡済み（H２１年度
に）

木くず、紙くず、繊維くずは業種指定
大学は該当せず。大学からは廃掃法上、発生しな
いことになる。これらに、類する物は一般廃棄物扱
いになり、したがって、一般廃棄物の収集運搬、処
分の許可を持つ業者に依頼しなければならない。

グラフ化

空き缶＋空きビン＋プラスチック類

厨芥類（残飯、生ごみ）＋その他（ﾘｻｲｸﾙ不能紙類）

OOAA用用紙紙等等＋＋新新聞聞、、雑雑誌誌、、段段ボボーールル＋＋機機密密書書類類
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高岡地区の事業系一般廃棄物データ修正済み（H22～H25）

R5年度実績 ［ R５年報告：記事データ（案） ］
学内で発生する生活系の廃棄物は事業系一般廃棄物として処分されます。このうち紙くず、
木くず、繊維くず、生ごみなどは可燃ごみとして、また、缶、ビン、プラスチックなどは不燃ごみ
として取り扱われています。 なお、古紙、空き缶（飲料缶）、プラスチック（ペットボトル）は資源
化物として取り扱われています。令和５年度の一般廃棄物の総排出量は、849.2トンで、前年
度比32.1トン（3.6％）の減少となりました。主な要因は、デジタル化により紙使用量が減少し
古紙が大幅に減少したためと考えられます。

（ｔ）
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拡拡張張ﾒﾒﾀﾀﾌﾌｧｧｲｲﾙﾙ

環環境境報報告告書書22002255　　用用 ①①

令令和和６６年年度度実実績績　　産産業業廃廃棄棄物物＆＆特特別別管管理理産産業業廃廃棄棄物物

①① 産業廃棄物

RR22 RR33 RR44 RR55 RR６６
五福 98.5138 101.766 102.773 71.873 9944..88228899
杉谷 132.5961 169.5847 154.2867 122.6192 339900..886677
高岡 13.9736 38.719 18.2368 18.8327 1100..006622
合計 245.0835 310.0697 275.2965 213.3249 449955..77557799

-282.433 -132.3957025

250.6744 ②②
②② 特別管理産業廃棄物

RR22 RR33 RR44 RR55 RR66
五福 25.0072 31.8205 28.5452 25.8121 2255..00330033
杉谷 249.5128 265.2954 253.1695 256.1303 225555..77003344
高岡 0.03 0.38 0.018 0.61 00..5522
合計 274.550 297.496 281.733 282.552 228811..225544

--11..229999
--00..445599663311555599

98.51 101.77 102.77 71.87 94.83 

132.60 169.58 154.29 
122.62 

390.87 
13.97 

38.72 
18.24 

18.83 

10.06 

245.08 

310.07 
275.30 

213.32 

495.76 

0

100

200

300

400

500

R2 R3 R4 R5 R６

産業廃棄物
五福 杉谷 高岡

（ｔ）

25.01 31.82 28.55 25.81 25.03 

249.51 265.30 253.17 256.13 255.70 

0.03 
0.38 

0.02 0.61 0.52 

274.55 297.50 281.73 282.55 281.25 

0

100

200

300

R2 R3 R4 R5 R6

特別管理産業廃棄物
五福 杉谷 高岡

（ｔ）

（年度）

（年度）

環環境境報報告告書書22002255　　用用 ①①

令令和和６６年年度度実実績績　　産産業業廃廃棄棄物物＆＆特特別別管管理理産産業業廃廃棄棄物物

①① 産業廃棄物

RR22 RR33 RR44 RR55 RR６６
五福 98.5138 101.766 102.773 71.873 9944..88228899
杉谷 132.5961 169.5847 154.2867 122.6192 339900..886677
高岡 13.9736 38.719 18.2368 18.8327 1100..006622
合計 245.0835 310.0697 275.2965 213.3249 449955..77557799

-282.433 -132.3957025

250.6744 ②②
②② 特別管理産業廃棄物

RR22 RR33 RR44 RR55 RR66
五福 25.0072 31.8205 28.5452 25.8121 2255..00330033
杉谷 249.5128 265.2954 253.1695 256.1303 225555..77003344
高岡 0.03 0.38 0.018 0.61 00..5522
合計 274.550 297.496 281.733 282.552 228811..225544

--11..229999
--00..445599663311555599

98.51 101.77 102.77 71.87 94.83 

132.60 169.58 154.29 
122.62 

390.87 
13.97 

38.72 
18.24 

18.83 

10.06 

245.08 

310.07 
275.30 

213.32 

495.76 

0

100

200

300

400

500

R2 R3 R4 R5 R６

産業廃棄物
五福 杉谷 高岡

（ｔ）

25.01 31.82 28.55 25.81 25.03 

249.51 265.30 253.17 256.13 255.70 

0.03 
0.38 

0.02 0.61 0.52 

274.55 297.50 281.73 282.55 281.25 

0

100

200

300

R2 R3 R4 R5 R6

特別管理産業廃棄物
五福 杉谷 高岡

（ｔ）

（年度）

（年度）
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環境方針 ４　グリーン購入、エネルギー投入・排出等に関すること

温室効果ガス（CO₂換算値）

　エネルギー系としては、電力、灯油、都市ガス、

LPG の ４ 項目の内、都市ガス、LPG の ２ 項目におい

て使用量が前年度より減少しましたが、CO₂換算値と

しては前年度比で３．２％増加（暫定値）しました。非

エネルギー系（実験等で使用するドライアイス、炭酸

ガス、メタンガス等）では CO₂換算で３１．８t 排出し、

一酸化二窒素が８３．２％を占めていましたが非エネルギ

ー系の排出量は前年と増減はありませんでした。

二二酸酸化化炭炭素素　　CCOO22　　万万ｔｔ （電気：基礎排出係数を使用した場合）

R2 R3 R4 R5 R6

エネルギー系 2.542 2.507 2.543 2.503 2.583

非エネルギー系 0.051 0.004 0.004 0.003 0.003

計 2.593 2.511 2.547 2.506 2.586

排出係数 0.542 0.510 0.469 0.499 0.487
暫定

五福　 杉谷 高岡 計
3.25 27.30 0.00 30.55

再再計計算算のの条条件件
●●二二酸酸化化炭炭素素排排出出係係数数　　出出典典：：「「特特定定事事業業者者のの事事業業活活動動にに伴伴うう温温室室効効果果ガガススのの排排出出量量のの算算定定にに関関すするる省省令令」」（（経経済済産産業業省省・・環環境境省省）），，
●●電電気気にに関関すするる排排出出係係数数：：北北陸陸電電力力HHPPにに掲掲載載さされれてていいるる排排出出係係数数のの基基礎礎排排出出係係数数確確定定値値をを適適用用（（22000077年年度度～～22001199年年度度ままでではは　　　　　　　　
　　  各各年年度度のの確確定定値値、、22002200((RR22))年年度度はは、、北北陸陸電電力力公公表表のの22002200年年99月月現現在在のの値値をを暫暫定定的的にに使使用用ししたた。。））　　⇒⇒　　22002211年年99月月99日日修修正正

◆◆計計算算はは別別途途エエククセセルルフファァイイルルをを参参照照ののこことと。。

2.707
2.593

二二酸酸化化炭炭素素　　CCOO22　　万万ｔｔ （電気：調整後排出係数を使用した場合）
R2 R3 R4 R5 R6

エネルギー系 2.525 2.490 2.472 2.503 2.583
非エネルギー系 0.051 0.004 0.004 0.003 0.003
計 22..557766 22..449944 22..447766 22..550066 22..558866

排出係数 0.526 0.497 0.465 0.000 0.000

が出る予定

五福　 杉谷 高岡 計
3.20 27.30 0.00 30.50

R５年度非エネルギー系　単位：トン

R5年度非エネルギー系　単位：トン

1040 #REF! #REF! #REF!

（年度）

2.525 2.490 2.472 2.503 2.583 

0.051 0.004 0.004 0.003 0.003 

2.576 2.494 2.476 2.506 2.586 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

R2 R3 R4 R5 R6

温室効果ガス（CO2換算値）
エネルギー系 非エネルギー系

（万ｔ）

（年度）

調整後の排出

係数を使用す

る場合は下記

を参照

電気：調正後排出係数を使用した場合

基礎データ　➡　右斜め下にグラフ用基礎データ 1122004444

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 注注意意！！）） 原原油油、、建建物物のの数数値値デデーータタはは施施設設計計画画チチーームム（（小小川川課課長長補補佐佐））かからら
エエネネルルギギーーのの
原原油油換換算算((千千kkLL))

14.278 14.282 13.369 12.951 13.099 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926 提提供供ののももののをを使使用用ししたた。。今今後後もも、、計計画画チチーームムかからら提提供供さされれるる数数値値

％ 9922..1199 9900..0099 9966..3377 9955..5555 をを使使用用すするるここととししたた。。➡➡　　外外部部へへ出出るる数数値値情情報報をを統統一一すするるたためめ。。
％ --77..8811 --99..9911 --33..6633 --44..4455 R4年度/H30年度　×　100

14277.96 14281.53 13368.93 12951.44 13098.84 13165.36

22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200

年度 28年度 29年度 30年度 R１年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 注注意意！！
エネルギーの
原油換算(kL) 14,278 14,282 13,369 12,951 13098.8 13165.8 12044 12481 11926 　　　　エエネネルルギギーー計計算算にに用用いいるる建建物物面面積積のの考考ええ方方

建物面積（ｍ
２
） 339,655 339,693 342,550 342,502 343,910 334433884488 334444226600 346,807 346,807 ☚建物面積 　　富富山山大大学学のの概概要要書書にに掲掲載載さされれてていいるる「「土土地地・・建建物物、、所所在在地地」」のの情情報報かからら

エネルギー消費

原単位（KL/ｍ
２
）

0.04204 0.04204 0.03903 0.03781 0.03808799 0.03828971 0.03498519 0.03598832 0.034388 　　建建物物面面積積をを算算出出すするる。。

　　建建物物のの総総面面積積かからら宿宿舎舎のの面面積積をを差差しし引引くくここととととすするる。。
注注意意）） エエネネルルギギーー計計算算時時のの建建物物面面積積はは、、大大学学全全体体のの建建物物面面積積かからら宿宿舎舎のの建建物物面面積積をを差差しし引引いいたた値値ととすするる。。

宿宿舎舎 11 寺寺町町（（国国際際交交流流会会館館、、新新樹樹寮寮））
22 五五福福宿宿舎舎
33 西西田田地地方方宿宿舎舎

44 南南太太閤閤山山宿宿舎舎

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 55 立立山山施施設設

エエネネルルギギーー消消費費

原原単単位位（（KKLL//ｍｍ
２２
））

0.042 0.042 0.039 0.038 0.038 00..003388 00..003377 00..003377 00..003344
過去５年間
の平均削減
率

-9.39 66 看看護護宿宿舎舎（（杉杉谷谷キキャャンンパパスス））

前前年年度度比比 #DIV/0! 0.014 -7.171 -3.109 0.724 0.530 -3.300 -0.070 -7.568 --00..995500 -12.33

％ 110000..5533 9944..8877 9977..8855 9922..4433 R4年度/H30年度　×　100

％ 00..5533 --55..1133 --22..1155 --77..5577

エエネネルルギギーー使使用用量量のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー使使
用用量量のの原原油油換換
算算((千千kkLL))

1144..228822 1133..336699 1122..995511 1133..009999 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926

年年度度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 建建物物面面積積のの推推移移

×10
５

建建物物面面積積（（ｍｍ
２２
）） 339693 342550 342502 343910 334433884488 334444226600 346807 346807 年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

×10
エエネネルルギギーー使使用用量量
のの原原油油換換算算((千千kkLL))

14.282 13.369 12.951 13.099 13.165 12.044 12.481 11.926
建建物物面面積積

（（××１１００万万ｍｍ
２２
））

33..3399669933 33..44225555 33..4422550022 33..44339911 33..44338844 33..44442266 33..4466880077 33..4466880077

建物 ％ 110000..55 110011..33 110000..88
建物 ％ 00..55 11..33 00..88
エネルギー 9900..11 9966..44 9911..00
エネルギー --99..99 --33..66 --99..00 エエネネルルギギーー消消費費原原単単位位のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー消消
費費　　　　原原単単位位

（（KKLL//ｍｍ
２２
））

00..0044220044 00..0033991144 00..0033778811 00..00338811 00..00338822 00..00336666 00..00337700 00..00334433

13.099 13.166 
12.044 12.481 11.926

0

5

10

15

R2 R3 R4 R5 R6（年度）

（千KL） エネルギー使⽤量の推移 0.0381 0.0382 0.0366 0.0370 
0.0343 

0.00

0.02

0.04

R2 R3 R4 R5 R6

エネルギー消費原単位の推移

（年度）

（KL/ｍ２）

3.439 3.438 3.443 3.468 3.468 

0

1

2

3

4

R2 R3 R4 R5 R6

（×１０５ｍ２） 建物面積の推移

（年度）

ググララフフ用用デデーータタ表表

グラフ化

①①

②②

③③

③③

基礎データ　➡　右斜め下にグラフ用基礎データ 1122004444

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 注注意意！！）） 原原油油、、建建物物のの数数値値デデーータタはは施施設設計計画画チチーームム（（小小川川課課長長補補佐佐））かからら
エエネネルルギギーーのの
原原油油換換算算((千千kkLL))

14.278 14.282 13.369 12.951 13.099 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926 提提供供ののももののをを使使用用ししたた。。今今後後もも、、計計画画チチーームムかからら提提供供さされれるる数数値値

％ 9922..1199 9900..0099 9966..3377 9955..5555 をを使使用用すするるここととししたた。。➡➡　　外外部部へへ出出るる数数値値情情報報をを統統一一すするるたためめ。。
％ --77..8811 --99..9911 --33..6633 --44..4455 R4年度/H30年度　×　100

14277.96 14281.53 13368.93 12951.44 13098.84 13165.36

22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200

年度 28年度 29年度 30年度 R１年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 注注意意！！
エネルギーの
原油換算(kL) 14,278 14,282 13,369 12,951 13098.8 13165.8 12044 12481 11926 　　　　エエネネルルギギーー計計算算にに用用いいるる建建物物面面積積のの考考ええ方方

建物面積（ｍ
２
） 339,655 339,693 342,550 342,502 343,910 334433884488 334444226600 346,807 346,807 ☚建物面積 　　富富山山大大学学のの概概要要書書にに掲掲載載さされれてていいるる「「土土地地・・建建物物、、所所在在地地」」のの情情報報かからら

エネルギー消費

原単位（KL/ｍ
２
）

0.04204 0.04204 0.03903 0.03781 0.03808799 0.03828971 0.03498519 0.03598832 0.034388 　　建建物物面面積積をを算算出出すするる。。

　　建建物物のの総総面面積積かからら宿宿舎舎のの面面積積をを差差しし引引くくここととととすするる。。
注注意意）） エエネネルルギギーー計計算算時時のの建建物物面面積積はは、、大大学学全全体体のの建建物物面面積積かからら宿宿舎舎のの建建物物面面積積をを差差しし引引いいたた値値ととすするる。。

宿宿舎舎 11 寺寺町町（（国国際際交交流流会会館館、、新新樹樹寮寮））
22 五五福福宿宿舎舎
33 西西田田地地方方宿宿舎舎

44 南南太太閤閤山山宿宿舎舎

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 55 立立山山施施設設

エエネネルルギギーー消消費費

原原単単位位（（KKLL//ｍｍ
２２
））

0.042 0.042 0.039 0.038 0.038 00..003388 00..003377 00..003377 00..003344
過去５年間
の平均削減
率

-9.39 66 看看護護宿宿舎舎（（杉杉谷谷キキャャンンパパスス））

前前年年度度比比 #DIV/0! 0.014 -7.171 -3.109 0.724 0.530 -3.300 -0.070 -7.568 --00..995500 -12.33

％ 110000..5533 9944..8877 9977..8855 9922..4433 R4年度/H30年度　×　100

％ 00..5533 --55..1133 --22..1155 --77..5577

エエネネルルギギーー使使用用量量のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー使使
用用量量のの原原油油換換
算算((千千kkLL))

1144..228822 1133..336699 1122..995511 1133..009999 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926

年年度度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 建建物物面面積積のの推推移移

×10
５

建建物物面面積積（（ｍｍ
２２
）） 339693 342550 342502 343910 334433884488 334444226600 346807 346807 年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

×10
エエネネルルギギーー使使用用量量
のの原原油油換換算算((千千kkLL))

14.282 13.369 12.951 13.099 13.165 12.044 12.481 11.926
建建物物面面積積

（（××１１００万万ｍｍ
２２
））

33..3399669933 33..44225555 33..4422550022 33..44339911 33..44338844 33..44442266 33..4466880077 33..4466880077

建物 ％ 110000..55 110011..33 110000..88
建物 ％ 00..55 11..33 00..88
エネルギー 9900..11 9966..44 9911..00
エネルギー --99..99 --33..66 --99..00 エエネネルルギギーー消消費費原原単単位位のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー消消
費費　　　　原原単単位位

（（KKLL//ｍｍ
２２
））

00..0044220044 00..0033991144 00..0033778811 00..00338811 00..00338822 00..00336666 00..00337700 00..00334433

13.099 13.166 
12.044 12.481 11.926

0

5

10

15

R2 R3 R4 R5 R6（年度）

（千KL） エネルギー使⽤量の推移 0.0381 0.0382 0.0366 0.0370 
0.0343 

0.00

0.02

0.04

R2 R3 R4 R5 R6

エネルギー消費原単位の推移

（年度）

（KL/ｍ２）

3.439 3.438 3.443 3.468 3.468 

0

1

2

3

4

R2 R3 R4 R5 R6

（×１０５ｍ２） 建物面積の推移

（年度）

ググララフフ用用デデーータタ表表

グラフ化

①①

②②

③③

③③

基礎データ　➡　右斜め下にグラフ用基礎データ 1122004444

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 注注意意！！）） 原原油油、、建建物物のの数数値値デデーータタはは施施設設計計画画チチーームム（（小小川川課課長長補補佐佐））かからら
エエネネルルギギーーのの
原原油油換換算算((千千kkLL))

14.278 14.282 13.369 12.951 13.099 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926 提提供供ののももののをを使使用用ししたた。。今今後後もも、、計計画画チチーームムかからら提提供供さされれるる数数値値

％ 9922..1199 9900..0099 9966..3377 9955..5555 をを使使用用すするるここととししたた。。➡➡　　外外部部へへ出出るる数数値値情情報報をを統統一一すするるたためめ。。
％ --77..8811 --99..9911 --33..6633 --44..4455 R4年度/H30年度　×　100

14277.96 14281.53 13368.93 12951.44 13098.84 13165.36

22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200

年度 28年度 29年度 30年度 R１年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 注注意意！！
エネルギーの
原油換算(kL) 14,278 14,282 13,369 12,951 13098.8 13165.8 12044 12481 11926 　　　　エエネネルルギギーー計計算算にに用用いいるる建建物物面面積積のの考考ええ方方

建物面積（ｍ
２
） 339,655 339,693 342,550 342,502 343,910 334433884488 334444226600 346,807 346,807 ☚建物面積 　　富富山山大大学学のの概概要要書書にに掲掲載載さされれてていいるる「「土土地地・・建建物物、、所所在在地地」」のの情情報報かからら

エネルギー消費

原単位（KL/ｍ
２
）

0.04204 0.04204 0.03903 0.03781 0.03808799 0.03828971 0.03498519 0.03598832 0.034388 　　建建物物面面積積をを算算出出すするる。。

　　建建物物のの総総面面積積かからら宿宿舎舎のの面面積積をを差差しし引引くくここととととすするる。。
注注意意）） エエネネルルギギーー計計算算時時のの建建物物面面積積はは、、大大学学全全体体のの建建物物面面積積かからら宿宿舎舎のの建建物物面面積積をを差差しし引引いいたた値値ととすするる。。

宿宿舎舎 11 寺寺町町（（国国際際交交流流会会館館、、新新樹樹寮寮））
22 五五福福宿宿舎舎
33 西西田田地地方方宿宿舎舎

44 南南太太閤閤山山宿宿舎舎

年年度度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 55 立立山山施施設設

エエネネルルギギーー消消費費

原原単単位位（（KKLL//ｍｍ
２２
））

0.042 0.042 0.039 0.038 0.038 00..003388 00..003377 00..003377 00..003344
過去５年間
の平均削減
率

-9.39 66 看看護護宿宿舎舎（（杉杉谷谷キキャャンンパパスス））

前前年年度度比比 #DIV/0! 0.014 -7.171 -3.109 0.724 0.530 -3.300 -0.070 -7.568 --00..995500 -12.33

％ 110000..5533 9944..8877 9977..8855 9922..4433 R4年度/H30年度　×　100

％ 00..5533 --55..1133 --22..1155 --77..5577

エエネネルルギギーー使使用用量量のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー使使
用用量量のの原原油油換換
算算((千千kkLL))

1144..228822 1133..336699 1122..995511 1133..009999 1133..116666 1122..004444 12.481 11.926

年年度度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 建建物物面面積積のの推推移移

×10
５

建建物物面面積積（（ｍｍ
２２
）） 339693 342550 342502 343910 334433884488 334444226600 346807 346807 年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

×10
エエネネルルギギーー使使用用量量
のの原原油油換換算算((千千kkLL))

14.282 13.369 12.951 13.099 13.165 12.044 12.481 11.926
建建物物面面積積

（（××１１００万万ｍｍ
２２
））

33..3399669933 33..44225555 33..4422550022 33..44339911 33..44338844 33..44442266 33..4466880077 33..4466880077

建物 ％ 110000..55 110011..33 110000..88
建物 ％ 00..55 11..33 00..88
エネルギー 9900..11 9966..44 9911..00
エネルギー --99..99 --33..66 --99..00 エエネネルルギギーー消消費費原原単単位位のの推推移移

年年度度 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

エエネネルルギギーー消消
費費　　　　原原単単位位

（（KKLL//ｍｍ
２２
））

00..0044220044 00..0033991144 00..0033778811 00..00338811 00..00338822 00..00336666 00..00337700 00..00334433

13.099 13.166 
12.044 12.481 11.926

0

5

10

15

R2 R3 R4 R5 R6（年度）

（千KL） エネルギー使⽤量の推移 0.0381 0.0382 0.0366 0.0370 
0.0343 

0.00

0.02

0.04

R2 R3 R4 R5 R6

エネルギー消費原単位の推移

（年度）

（KL/ｍ２）

3.439 3.438 3.443 3.468 3.468 

0

1

2

3

4

R2 R3 R4 R5 R6

（×１０５ｍ２） 建物面積の推移

（年度）

ググララフフ用用デデーータタ表表

グラフ化

①①

②②

③③

③③

　冷暖房の使用量増加によりエネルギー系が増加しています。今後、構成員一丸となって省エネ活動や地

道な省エネ設備への更新に努めていきます。

※ CO₂の算出にあたり、今年度より電気使用に係る排出係数は調整後 CO₂排出係数を用いています。調

整後 CO₂排出係数は、電力会社の公表値を用いた。R ２ ～ R ５ 年度については確定値、R ６ 年度の電気

使用に係る基礎 CO₂排出係数は速報値を暫定的に使用

省エネルギーへの取組みと成果・課題

省エネルギーへの取組みと成果

　令和 ２ 年度から令和 ６ 年度の過去 ５ 年間の推移をみると、建物面積は０．８％増加し、一方、エネルギー

使用量は９．０％減少しました。エネルギー消費原単位に関する前年度比での削減率が過去 ５ 年度間の平均

で０．９％※となり、省エネ法で定められた中長期的な努力目標の年平均 １ ％以上のエネルギー消費原単位

の低減を達成できませんでした。これは、令和 ２ 年度、令和 ３ 年度において新型コロナウイルスの対応の

ために、エネルギー削減が達成できなかったためです。また、令和 ６ 年度は前年度比で、エネルギー消費

原単位で７．２％減少となっております。本学では、灯油と都市ガスのベストミックス（低価格な選択）を

行っており、令和 ６ 年度は灯油を使用したため、灯油の原油換算係数は、都市ガスの０．８２倍となっており、

その結果、エネルギー使用量が前年度より４．４％減少したことが原因となっています。

　今後も継続的に、省エネルギー活動及び高効率機器の導入を推進しエネルギー削減に努めていきます。

※前年度比で算出した削減率の ５ 年度間の平均値
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HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44
1111..0055 1111..2288 1100..8800 1100..0066 1100..8822 1133..6611

HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44
11,,110044,,880011,,558877 11,,112288,,007722,,667733 11,,007799,,991122,,880066 11,,000055,,994444,,333388 11,,008822,,334422,,777755 11,,336600,,771155,,669933

278,372,918

金額（千円）
年度 令和6年度 ％％
電気 1,064,765 7700..00
ガス 196,668 1122..99
下水 96,102 66..33
灯油 98,193 66..55

上水・工業用水 64,430 44..22
合計 1,520,158 ##RREEFF!!

10.06
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16

R2 R3 R4 R5 R6

光熱⽔料⾦の推移

（年度）

（億円／年） R6

電気 70.0％
[値]

ガス 12.9％
[値]

灯油 6.5％
[値]

下水 6.3％
[値]

上水・工業用

水4.2％
[値]

（（単単位位：：千千円円））

1,520,158

令和6年度の項目別料⾦

電気

下⽔, 

89,965, 

7%

灯油, 

78,905, 

6%

上⽔・工業

用⽔, 

64,136, 

5%

（（単単位位：：千千円円））

HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44
1111..0055 1111..2288 1100..8800 1100..0066 1100..8822 1133..6611

HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44
11,,110044,,880011,,558877 11,,112288,,007722,,667733 11,,007799,,991122,,880066 11,,000055,,994444,,333388 11,,008822,,334422,,777755 11,,336600,,771155,,669933

278,372,918

金額（千円）
年度 令和6年度 ％％
電気 1,064,765 7700..00
ガス 196,668 1122..99
下水 96,102 66..33
灯油 98,193 66..55

上水・工業用水 64,430 44..22
合計 1,520,158 ##RREEFF!!

10.06
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13.61 
14.61 

15.20 

0
2
4
6
8
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12
14
16

R2 R3 R4 R5 R6

光熱⽔料⾦の推移

（年度）

（億円／年） R6

電気 70.0％

[1,064,765]

ガス 12.9％

[196,668]

灯油 6.5％

[96,102]

下⽔ 6.3％

[98.193]

上⽔・工業用⽔4.2％

[64.430]

（（単単位位：：千千円円））

1,520,158

令和6年度の項目別料⾦

光熱水量に関する課題

　本学では環境配慮活動において、エネルギーと水の使用料の削減に継続的に取り組んでいます。この ５

年間の推移では、光熱水料金は令和 ２ 年度から増加傾向となっています。これは燃料費単価の高騰が大き

く影響しています。今後は、全構成員による環境配慮活動のさらなる推進に加え、エネルギーのベストミ

ックスの精度向上を図り、省エネ対策に注力していきます。
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環境報告書の信頼性向上に向けて

「富山大学環境報告書２０２４第三者意見」に対する本学の活動について
　「富山大学環境報告書２０２４（２０２３年度実績を掲載）」において、櫻田　修氏（国立大学法人東海国立大学

機構　岐阜大学工学部化学・生命工学科　教授）から第三者意見を頂きました。

　その中で、ご指摘頂いた事項に関する本学の令和 ６ 年度（２０２４年度）の取組状況を報告します。

　環境についての研究の紹介だけではなく、加賀谷先生が執筆された事業系一般廃棄物の
処理では富山大学の現状、廃棄物の処理について知る良い機会と思いました。特に廃棄物
は生活・研究活動の結果必ず出てしまうものです。その処理は学内の教職員だけでなく、
学内外の多くの方々の理解と協力も必要です。今後も環境に対して良い方向に進めていた
だけたらと思っています。本環境報告書では、学内の環境に関する教育活動、学内外の環
境に関する研究活動の対象の講義、プレスリリースになった記事などが掲載された pdf フ
ァイルのリンクがつけられ、それぞれ別に見ることができるようになっていることも良い
ことと思います。

指
摘
事
項

（
環
境
方
針
１
）

　本学における事業系一般廃棄物の処理状況が把握できたことを受け、令和７年度より、学生・教職員お
よび学外の処分業者と連携し、環境への配慮を踏まえた廃棄物削減に向けた取り組みとして、「環境塾」
の開催を予定しております。今後、関係者との意見交換を通じて、持続可能な廃棄物管理の実現を予定し
ています。

　化学物質のリスクアセスメント、作業環境測定、廃棄物の適正な管理などしっかり対応
されておられます。安全衛生に係るポスターの作成、安全週間標語の募集、安全教育など
を通して、広く学生、教職員に周知されておられることも良いことです。今後も引き続き
お願いします。

指
摘
事
項

（
環
境
方
針
２
）

　化学物質リスクアセスメントや作業環境測定、廃棄物の適正管理など、安全衛生に関する取り組みが学
生・教職員の皆様に広く浸透するよう、今後も一層努めてまいります。
　ポスターの作成や標語の募集、安全教育などを通じて、より効果的な啓発活動を展開していけるよう工
夫を重ねて参ります。

　大学の構成員の多くは学生です。学生が教職員と一緒に事前の研修を受講して環境内部
監査に参加しているのは素敵なことです。所属学部、学科に依らずに学生時代に環境につ
いて多くの学生さんたちに学んで欲しいと思っています。また、富山大学では学生のボラ
ンティア活動などを通して学内外で積極的に環境について企画されておられますし、学生
地域リーダー塾が開催されるなど、学生主体で活動が取り組まれていることも特筆すべき
ことです。

指
摘
事
項

（
環
境
方
針
３
）

　今後も、学生と教職員が協働しながら、環境に関する教育・活動をさらに充実させていくとともに、持
続可能な社会の実現に向けて、大学としての責任を果たして参ります。
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令和 ６ 年度の環境配慮活動の総括
　令和 ６ 年度は、環境安全推進員連絡会（ ４ 月、 ９ 月）、環境内部監査員養成講習会（ ９ 月）、環境配慮活

動の企画・立案・実施（年間）、環境内部監査（ １ 月～ ２ 月）及び環境マネジメント部会（ ９ 月、 ３ 月）

を実施することにより、全３１部局の環境配慮活動の PDCA サイクルを連動させ、大学全体の PDCA サイ

クルとして成果を上げることができました。

　環境配慮活動では、本学の ４ つの環境方針に則り、各部局に配置された８２名の環境安全推進員が中心と

なって各部局の計画を作成（P）・推進（D）し、その計画の実施状況を２４名（学生 ４ 名、職員２０名）の環

境内部監査員がチェック（C）し、監査結果は環境マネジメント部会に報告、審議（A）され、了承され

ました。

環境方針 １ に関する活動

　各部局では、本報告でも掲載しているように教育・研究、講演会、シンポジウムを学内外において継続

的に開催し、多くの成果を上げることが出来ました。

環境方針 ２ に関する活動

　環境方針 ２ の法の遵守に関する取り組みでは、安全衛生規則等の一部改正により化学物質の自主的管理

が求められるようになったことに伴い、化学物質の管理体制の見直しを図りました。また学内の喫煙所の

大幅な見直しと喫煙に関するルール作成を行い周知徹底を図りました。

環境方針 ３ に関する活動

　環境方針 ３ の全構成員の参画、地域との連携に関する活動では、「持続可能な開発目標（SDGs）」に対

する環境・経済・社会に関連する１７の目標に関する取り組みを行い、イギリスの高等教育専門誌 Times 

Higher Education（THE）が、２０２４年 ６ 月１２日に「THE インパクトランキング２０２４」を発表し、令和 ６

年度の活動等に対して、世界６０１－８００位（国内３０位タイ）の評価を得ました。本学はこれからも SDGs

の目標達成に向け、さらなる教育・研究活動に取り組みます。

環境方針 ４ に関する活動

　グリーン購入、エネルギー使用量、排出等に関することでは、環境負荷の小さい物品の購入の推進、冷

暖房温度の管理推進、 ３ R の推進を継続的に実施するなど各部局の活動は概ね計画通り達成しています。

特に、コピー用紙の調達量はデジタル化などの推進により令和 ５ 年度比で１６．３％削減を達成しております。

エネルギー使用量、廃棄物発生量についても、削減の目標達成に向け、講習会、連絡会などを通じて構成

員の意識向上を図り、改善を図っていきます。

　環境を考える上で、全学でどのくらいの電気などのエネルギー、資材、水などが大学の
教育・研究などで使われて、CO₂、廃棄物などとして排出されるのかを、学生、教職員も
知っておく必要があると思います。過去 ５ 年間の推移が図になってわかりやすくまとめら
れていますので、大学が今どの様に対応しているのかを知ることもできますし、逆に自分
達が今後どうしていったら良いのかを考える機会にもなります。

指
摘
事
項

（
環
境
方
針
４
）

　エネルギーに関する情報の共有を通じて、学生・教職員が一体となって環境負荷の低減に取り組み、持
続可能な大学運営を目指して参ります。
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富山大学環境報告書２０２５に対する
第三者意見

富山県環境科学センター
　　　　　　　　所長・中山　純一

　環境科学センターは県の出先機関であり、①大気、水質等の環境調査、②工場・事業場の監視指導、③
環境保全に関する調査研究、④地域気候変動適応センターの運営、⑤環境教育・普及啓発を業務とする試
験研究機関です。筆者は当センター配属 ３ 年目（２０２５年 ９ 月時点）で、それ以前は県庁で環境・保安行政
に長年携わってきました。こうした経験からの視点で、本報告書に対する意見を述べたいと思います。
　全体を通した印象ですが、環境配慮促進法、環境報告ガイドライン（２０１８年版、環境省）等に示されて
いる記載事項及び内容が適切に網羅されており、環境報告書として申し分ないレベルにあると考えます。
　一方、本報告書は文章中心の構成となっていますが、幅広い受け手に向けた環境コミュニケーションの
ツールであることを踏まえると、もう少し図や写真のウエイトを増やすなど、分かりやすく、親しみやす
い報告書にしていただきたいと思います。
　続いて、 ４ つの環境方針についての意見です。
〈環境方針 １ 〉
　２０２５年の夏は記録的な猛暑となり、気候変動の影響の深刻さを実感しました。こうした地球規模の環境
問題の解決には文理に跨る知見が必要ですが、貴学では科学、法、経済、社会等の様々な領域から環境問
題へのアプローチが行われており、総合大学の強みが発揮されていると感じました。また、和漢医薬学総
合研究所の改修は研究環境改善の優れた事例であり、他の試験研究機関にとって大いに参考になると思い
ます。今後とも、環境に関する教育研究活動が活発に展開され、大きな成果が生まれることを期待します。
〈環境方針 ２ 〉
　「化学物質のリスク評価・管理」に加え、教員、職員、学生等と多階層にわたる「安全衛生管理」には
相当の苦労があることと思いますが、環境安全推進センターが中心となり、現地確認、定期検査、教育・
訓練等を適切に実施されていることは高く評価できます。また、安全標語の募集は、オーソドックスなが
ら安全意識の高揚が期待できる秀逸な取組みです。こうした活動を継続するとともに、特に学生等を対象
に、リスクの概念や向き合い方を教示する「リスク教育」の実施に取り組んでいただくことを希望します。
〈環境方針 ３ 〉
　内部監査員の養成講座や内部監査への学生の参画は優れた取組みです。環境マネジメントシステムへの
習熟は、品質、情報セキュリティなど他のマネジメントシステムの運営にも役立ちますので、今後とも人
材育成に取り組んでいただきたいと思います。付属幼稚園から大学まで、様々な環境配慮活動が行われて
いることは評価できますが、唯一、清掃活動への学生の参加状況は物足りなく見えます。一部の（いつも
の）ボランティア参加者に留まらず、幅広い参加を促す工夫を講じていただきたいと思います。
〈環境方針 ４ 〉
　温室効果ガス排出量の削減とエネルギー消費原単位の低減は厳しい状況と見受けます。運用改善による
省エネルギー効果には限界がありますので、設備更新や再生可能エネルギーの導入を「戦略的に」進めて
いただきたいと考えます。今回、各エネルギー使用量のグラフにキャンパス別の内訳が表示されるように
なり、分かりやすく可視化されたと感じました。原油換算のエネルギー使用量のグラフ等も同様の表示に
するほか、キャンパス別のエネルギー消費の特徴や具体的な省エネルギー対策の紹介があれば、読者の理
解がさらに進むと考えます。
　おわりに、これは自戒でもありますが、とかく年次の報告書はマンネリになりがちです。本報告書が、
価値あるコミュニケーション・ツールとして今後も進化し続けることを期待します。
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富山大学環境マスコットキャラクター

編集委員

　富山大学では、平成２２年度に環境配慮活動の活性化と推進を目的として、環境マスコットキャラ
クターの募集を行いました。多数の応募作品から選ばれたのが、次の ３ キャラクターです。

　美しい自然をイメージしています。
丸い形はきれいな空気、頭から生えて
いる葉は、生き生きとした植物です。
　鮮やかな緑は生命力の源です。その
葉からは立山の雪解けによる清らかな
水が滴となっています。自然豊かな富
山ならではのキャラクターです。
　名前は「富山を守る」「自然を守る」
イメージで名付けました。

　環境をイメージした緑色をベース
としました。胸には富山大学の

『T』とエコロジーの『E』を合体さ
せてモチーフにしたマークをつけて
います。
　名前は、葉緑素（クロロフィル）
から環境を育む緑の源をイメージし
たものです。

　環境のことならなんでも知ってい
るエコ博士。
　頭は「エコ」の文字が縦になって
できたエコバッグの形。ひげは双葉
をイメージしました。

クロロくん エコ博士とみまるくん
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